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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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µPD70741
V821TM

32/16ビット・マイクロプロセッサ

本文欄外の 印は，本版で改訂された主な箇所を示しています。資料番号 U11678JJ4V0DSJ1（第４版）

発行年月　August 2000 N CP（K）

　μPD70741（別名称V821）は，組み込み制御向け高性能32ビット・マイクロプロセッサμPD70732（別名称

V810TM）をプロセッサ・コアに使用して，DRAM/ROMコントローラ，２チャネルのDMAコントローラ，リアルタイ

ム・パルス・ユニット，シリアル・インタフェース，割り込みコントローラなどの周辺機器を内蔵した32/16ビット

RISCマイクロプロセッサです。

　V821は，高いリアルタイム応答性，高速な整数演算命令，ビット・ストリング操作命令，浮動小数点演算命令を持

ち，プリンタ，ファクシミリをはじめとするOA機器，ナビゲーションなどの画像処理機器，または携帯型機器などへ

の応用が，きわめて高いコスト・パフォーマンスで実現できます。

詳しい機能説明などは次のマニュアルに記載しております。設計の際には必ずお読みください。

・V821　ユーザーズ・マニュアル　ハードウエア編：U10077J

・V810ファミリTM　ユーザーズ・マニュアル　アーキテクチャ編：U10082J

特　　徴

○32ビット・マイクロプロセッサV810をCPUコアに使用

・アドレス／データ分離型バス

アドレス・バス：24ビット

データ・バス ：16ビット

・１Kバイトの命令キャッシュ・メモリ内蔵

・１クロック・ピッチのパイプライン

・内部４Gバイトのリニア・アドレス空間

・汎用レジスタ：32ビット×32本

○各種応用分野に適した命令群

・浮動小数点演算命令，ビット・ストリング操作命令

○割り込みコントローラ

・ノンマスカブル：外部１本

・マスカブル：外部８本，内部11要因

・４つのグループごとに優先順位を指定可能

○ウエイト・コントロール・ユニット

・メモリ，I/O空間あわせて４ブロックのCS制御可能

・各ブロックのリニア・アドレス空間：16 Mバイト

○メモリ・アクセス制御機能

・DRAM高速ページ・モード対応

・Page-ROMページ・モード対応

○DMAコントローラ（DMAC）：２チャネル

・最大転送回数：65536回

・２種類の転送タイプ（フライバイ（１サイクル），

　２サイクル）

・３種類の転送モード（シングル，シングルステップ，

ブロック）

○シリアル・インタフェース：２チャネル

・非同期式シリアル・インタフェース（UART）：１チャネル

・同期式シリアル・インタフェース（CSI） ：１チャネル

○リアルタイム・パルス・ユニット

・16ビット・タイマ／イベント・カウンタ：１チャネル

・16ビット・インターバル・タイマ：１チャネル

○ウォッチドッグ・タイマ機能

○クロック・ジェネレータ機能

○スタンバイ機能（HALT, IDLE, STOPモード）

本資料の内容は，予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用ください。
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オーダ情報

オーダ名称 パッケージ

μPD70741GC-25-8EU 100ピン・プラスチックLQFP（ファインピッチ）（□14 mm）（樹脂厚1.40 mm）

端子接続図（Top View）

100ピン・プラスチックLQFP（ファインピッチ）（□14 mm）

μPD70741GC-25-8EU
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注意　IC端子は抵抗を介してGNDに接続してください。
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端子名称

A0-A23 ：Address Bus

BLOCK ：Bus Lock

CLKOUT ：System Clock Out

CS0-CS3 ：Chip Select

D0-D15 ：Data Bus

DACK0, DACK1 ：DMA Acknowledge

DREQ0, DREQ1 ：DMA Request

HLDAK ：Hold Acknowledge

HLDRQ ：Hold Request

INTP00-INTP03, INTP10-INTP13 ：Interrupt Request

IORD ：I/O Read

IOWR ：I/O Write

LCAS ：Lower Column Address Strobe

LMWR ：Lower Memory Write

MRD ：Memory Read

NMI ：Non-maskable Interrupt Request

P00-P09 ：Port

RAS ：Row Address Strobe

READY ：Ready

REFRQ ：Refresh Request

RESET ：Reset

RXD ：Receive Data

SCLK ：Serial Clock

SI ：Serial Input

SO ：Serial Output

TC ：Terminal Count

TCLR ：Timer Clear

TI ：Timer Input

TO00, TO01 ：Timer Output

TXD ：Transmit Data

UBE ：Upper Byte Enable

UCAS ：Upper Column Address Strobe

UMWR ：Upper Memory Write

WDTOUT ：Watchdog Timer Output

WE ：Write Enable

X1, X2 ：Crystal Oscillator
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内部ブロック図
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１．端子機能一覧

１.１　ポート端子

備考　リセット解除後，各ポート端子は入力ポートとなります。

１.２　ポート以外の端子

（1/2）

端子名称 入出力 機　　能 兼用端子

P00 入出力 ポート0 TCLR

P01 10ビット入出力ポート DREQ0

P02 １ビット単位で入/出力の設定が可能 DACK0

P03 DREQ1

P04 DACK1

P05 SI

P06 SO

P07 SCLK

P08 TXD/UBE

P09 RXD/ TC

端子名称 入出力 機　　能 兼用端子

A0-A23 ３ステート出力 アドレス・バス信号 －

D0-D15 ３ステート入出力 双方向のデータ・バス信号 －

READY 入力 バス・サイクルの終結許可信号 －

HLDRQ 入力 バス使用権要求信号 －

HLDAK 出力 バス使用許可信号 －

BLOCK 出力 バス使用禁止信号 WDTOUT

MRD ３ステート出力 メモリに対するリード・ストローブ信号 －

LMWR ３ステート出力 メモリの下位データに対するライト・ストローブ信号 WE

UMWR ３ステート出力 メモリの上位データに対するライト・ストローブ信号 －

IORD ３ステート出力 I/Oデータに対するリード・ストローブ信号 －

IOWR ３ステート出力 I/Oデータに対するライト・ストローブ信号 －

UBE ３ステート出力 データ・バス上位バイト・イネーブル信号 TXD/P08

RESET 入力 システム・リセット入力 －

X1, X2 入力 クリスタル接続／外部クロック入力 －
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端子名称 入出力 機　　能 兼用端子

CLKOUT 出力 システム・クロック出力 －

CS0 ３ステート出力 チップ・セレクト信号 REFRQ

CS1 －

CS2 －

CS3 －

INTP00 入力 割り込み要求入力 TO00

INTP01 －

INTP02  TO01

INTP03 －

INTP10 －

INTP11 －

INTP12 －

INTP13 TI

NMI 入力 ノンマスカブル割り込み要求入力 －

REFRQ ３ステート出力 DRAMに対するリフレッシュ要求信号 CS0

RAS ３ステート出力 DRAMに対するロウ・アドレス・ストローブ信号 －

LCAS ３ステート出力 DRAMの下位データに対するカラム・アドレス・ストローブ信号 －

UCAS ３ステート出力 DRAMの上位データに対するカラム・アドレス・ストローブ信号 －

WE ３ステート出力 DRAMに対するライト・ストローブ信号 LMWR

DREQ0 入力 DMA要求信号（チャネル0） P01

DREQ1 入力 DMA要求信号（チャネル1） P03

DACK0 出力 DMA許可信号（チャネル0） P02

DACK1 出力 DMA許可信号（チャネル1） P04

TC 出力 DMA終了信号 RXD/P09

TO00 出力 RPUのパルス出力 INTP00

TO01 INTP02

TCLR 入力 タイマ0への外部クリア，スタート信号入力 P00

TI 入力 タイマ0への外部カウント・クロック入力 INTP13

TXD 出力 UARTのシリアル・データ出力 UBE/P08

RXD 入力 UARTのシリアル・データ入力 TC/P09

SCLK 入出力 CSIのシリアル・クロック入出力 P07

SO 出力 CSIのシリアル・データ出力 P06

SI 入力 CSIのシリアル・データ入力 P05

WDTOUT 出力 WDTのオーバフロー信号 BLOCK

IC － 内部接続（抵抗を介してGNDに接続してください） －

VDD － 正電源供給 －

GND － グランド電位 －

（2/2）
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１.３　端子の入出力回路と未使用端子の処理

　表１－１は，各端子の入出力回路タイプと未使用時の処理方法を示します。また，図１－１は各タイプの回路です。

表１－１　端子の入出力回路タイプと未使用時の推奨接続方法

端　　子

P00/TCLR

P01/DREQ0

P02/DACK0

P03/DREQ1

P04/DACK1

P05/SI

P06/SO

P07/SCLK

P08/TXD/UBE

P09/RXD/TC

D0-D15

A0-A7, A16-A18

A8-A15, A19-A23

READY

HLDRQ

HLDAK

BLOCK/WDTOUT

MRD

LMWR/WE

UMWR

IORD

IOWR

CLKOUT

CS0/REFRQ

CS1-CS3

INTP00/TO00

INTP01

INTP02/TO01

INTP03

INTP10-INTP12

INTP13/TI

NMI

RESET

RAS

LCAS

UCAS

X2

IC

入出力回路タイプ

5

5

4

1

4

8

2

8

2

4

－

－

推奨接続方法

入力状態：個別に抵抗を介してVDDまたはGNDに接続してください。

出力状態：オープンにしてください。

オープンにしてください。

オープンにしてください。

抵抗を介してGNDに接続してください。

抵抗を介してVDDに接続してください。

オープンにしてください。

抵抗を介してVDDに接続してください。

抵抗を介してVDDに接続してください。

抵抗を介してVDDに接続してください。

抵抗を介してVDDに接続してください。

�

オープンにしてください。

抵抗を介してGNDに接続してください。
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図１－１ 端子の入出力回路

タイプ１� タイプ５�

タイプ２� タイプ８�

タイプ４�

P-ch

N-ch

IN

VDD

IN

ヒステリシス特性を有するシュミット・トリガ入力となっています�

P-ch

N-ch

VDD

IN/OUT

data

output�
disable

input�
enable

P-ch

N-ch

VDD

IN/OUT

data

output�
disable

出力ハイ・インピーダンス（P-ch, N-chともにオフ）とすること�

ができるプッシュプル出力となっています。�

data

output
disable

P-ch

OUT

VDD

N-ch
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２．内部ユニット

２.１　バス・インタフェース・ユニット（BIU）

　アドレス・バス，データ・バス，コントロール・バスの端子制御を行います。CPU，DMACで起動されたバス・サ

イクルは，WCU，DRAMC，ROMCなどを介して制御されます。

２.２　ウエイト・コントロール・ユニット（WCU）

　４本のチップ・セレクト信号（ CS0 - CS3）に対応する４個のブロックを管理します。

　チップ・セレクト信号の生成，ウエイトの制御，およびバス・サイクルの種類の選択を行います。

２.３　DRAMコントローラ（DRAMC）

　RAS，UCAS，LCAS信号の生成（2CAS制御）とDRAMへのアクセス制御を行います。

　DRAMの高速ページ・モードに対応しており，DRAMへのアクセスには，通常アクセス（off-page）と高速ページ・

アクセス（on-page）の２種類のサイクルがあります。

２.４　ROMコントローラ（ROMC）

　ページ・アクセス機能付きROMへのアクセスに対応します。

　直前のバス・サイクルとのアドレス比較を行い，通常アクセス（off-page）／ページ・アクセス（on-page）のウエ

イト制御を行います。８-64バイトのページ幅に対応できます。

２.５　割り込みコントローラ

　内蔵周辺ハードウエアおよび，外部からのマスカブル割り込み要求（ INTP00 - INTP03, INTP10 - INTP13）を処理

します。これらの割り込み要求は，４つのグループ単位ごとに優先順位を指定することができ，割り込み要因に対し

多重処理制御を行うことができます。

２.６　DMAコントローラ（DMAC）

　CPUの代わりにメモリ，I/O間でのデータの転送を行います。

　アドレス・モードには，フライバイ（１サイクル）転送，２サイクル転送があります。バス・モードには，シング

ル転送，シングルステップ転送，ブロック転送の３種類があります。

２.７　シリアル・インタフェース（UART/ CSI）

　V821には，シリアル・インタフェースとして，アシンクロナス・シリアル・インタフェース（UART）とクロック

同期式シリアル・インタフェース（CSI）を各１チャネル備えています。

　UARTは，TXD, RXD端子によりデータ転送を行います。

　CSIは，SO, SI, SCLK端子によりデータ転送を行います。

　シリアル・クロック・ソースは，ボー・レート・ジェネレータ出力とシステム・クロックから選択できます。

２.８　リアルタイム・パルス・ユニット（RPU）

　16ビットのタイマ／イベント・カウンタと，16ビットのインターバル・タイマを内蔵し，パルス間隔や周波数の計

算，プログラマブルなパルスの出力が可能です。
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２.９　ウォッチドッグ・タイマ（WDT）

　プログラムの暴走，システムの異常などを検出するための８ビットのウォッチドッグ・タイマを内蔵しています。

ウォッチドッグ・タイマのオーバフローにより，WDTOUT端子がアクティブになります。

２.10　クロック・ジェネレータ（CG）

　X1，X2端子に接続された発振子の５倍（内蔵PLL使用時）または，1/2倍（内蔵PLL未使用時）の周波数をCPUの動

作クロックとして供給します。また，発振子を接続する代わりに外部クロックを入力することもできます。

２.11　バス・アービトレーション・ユニット（BAU）

　各バス・マスタ（CPU，DRAMC，DMAC，外部バス・マスタ）間でバス使用権の調停を行います。

　バス使用権は，各バス・サイクルおよびアイドル・ステートにおいて切り替えることができます。

２.12　ポ ー ト

　ポート０に合計10本の入出力ポートを備えています。ポート端子とコントロール端子の機能を選択して使用するこ

とができます。
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３．CPU機能

　CPUは，組み込み制御向けマイクロプロセッサV810と同等の機能を持ち，ビット・ストリング命令，浮動小数点演

算命令，高いリアルタイム応答性を備えています。

３.１　特　　徴

　CPUの特徴を次に示します。

●高性能32ビットRISCマイクロプロセッサ

・1 Kバイトのキャッシュ・メモリ内蔵

・1クロック・ピッチのパイプライン構造

・16ビットのデータ・バス

・32ビット汎用レジスタ：32本

・4 Gバイトのリニア・アドレス空間

●各種応用分野に適した命令群

・浮動小数点演算命令（IEEE754データ・フォーマット準拠）

・ビット・ストリング命令

●高速割り込み応答

●ディバグ・サポート機能

３.２　アドレス空間

　V821は内部4 Gバイトのメモリ空間とI/O空間をサポートしています。V821からメモリ，I/Oに対して24ビット・ア

ドレスが出力されますので，アドレス番地は０から224－1となります。

　各バイト・データはビット番号０をLSB（Least Significant Bit），ビット番号７をMSB（Most Significant Bit）と定

義されています。また，複数バイト構成のデータでは特に注意しないかぎり，下位側アドレスのバイト・データがLSB

となり，上位側アドレスのバイト・データがMSBと定義されています。

　V821では，２バイト構成のデータをハーフワード，４バイト構成のデータをワードと呼びます。このデータ・シー

トでは，複数バイト構成のメモリ・データおよび，I/Oデータを表現する場合，次のように，右側を下位側アドレス，

左側を上位側アドレスとして表現します。

　　

　　　アドレスＡのバイト ……………………………………………………………………………

　　　アドレスＡのハーフワード ……………………………………………………………………

　　　アドレスＡのワード／ショート・リアル ……………………………………………………

　

7 0

A（アドレス）�

8 7 0

A（アドレス）�

15

A＋1

8 7 0

A（アドレス）�

16 15

A＋1

24 23

A＋2

31

A＋3
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３.２.１　メモリ・マップ

　V821のメモリ・マップを図３－１に示します。

　内部4 Gバイトのメモリ空間は，それぞれ1 Gバイトのブロックに分割されます。

　各ブロックのリニア・アドレス空間は16 Mバイトになります（32ビット・アドレスのうち，下位24ビットを出力）。

図３－１　メモリ・マップ

　

割り込みハンドラ・テーブル注�

ＦＦＦＦＦＦＦＦＨ�

ＦＦＦＦＦＤＦＦＨ�
ＦＦＦＦＦＥ００Ｈ�

ＢＦＦＦＦＦＦＦＨ�
Ｃ０００００００Ｈ�

７ＦＦＦＦＦＦＦＨ�
８０００００００Ｈ�

３ＦＦＦＦＦＦＦＨ�
４０００００００Ｈ�

００００００００Ｈ�

ブロック３�

ブロック２�

ブロック１�

ブロック０�

注　詳細については，表４－１　割り込み一覧を参照してください。
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３.２.２　I/Oマップ

　V821のI/Oマップを図３－２に示します。

　内部4 Gバイトのメモリ空間は，それぞれ1 Gバイトのブロックに分割されます。

　各ブロックのリニア・アドレス空間は，16 Mバイトになります（32ビット・アドレスのうち，下位24ビットを出

力）。   　

　V821は，I/OアドレスのC0000000H-FFFFFFFFH番地（I/Oブロック３）を内部I/O空間として予約し，各ユニットは

この内部I/O空間にマッピングされています。

　内部I/O空間の構成については，３.４　内蔵周辺I/Oレジスタを参照してください。

図３－２　I/Oマップ

　

ブロック3�
�

（内部I/O）�

ＦＦＦＦＦＦＦＦＨ�

ＢＦＦＦＦＦＦＦＨ�
Ｃ０００００００Ｈ�

７ＦＦＦＦＦＦＦＨ�
８０００００００Ｈ�

００００００００Ｈ�

ブロック2

３ＦＦＦＦＦＦＦＨ�
４０００００００Ｈ�

ブロック1

ブロック0
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３.３　CPUレジスタ・セット

　V821のレジスタは，汎用のプログラム・レジスタ・セットと，専用のシステム・レジスタ・セットの２種類に分類

できます。すべてのレジスタは，32ビット幅となっています。

プログラム・レジスタ・セット�

31 0
r0

r1

r2

r3

r4

r5

r6

r7

r8

r9

r10

r11

r12

r13

r14

r15

r16

r17

r18

r19

r20

r21

r22

r23

r24

r25

r26

r27

r28

r29

r30

r31

PC

Zero Register

Reserved for Address Generation

Handler Stack Pointer （hp）�

Stack Pointer（sp）�

Global Pointer（gp）�

Text Pointer（tp）�

String Destination Bit Offset

String Source Bit Offset

String Length

String Destination

String Source

Link Pointer（lp）�

Program Counter
31 0

ECR Exception Cause Register
31 0

PSW Program Status Word
31 0

PIR Processor ID Register
31 0

TKCW Task Control Word
31 0

CHCW Cache Control Word
31 0

ADTRE Address Trap Register
31 0

FEPC Fatal Error PC
31 0

FEPSW Fatal Error PSW

EIPC Exception/Interrupt PC
31 0

EIPSW Exception/Interrupt PSW

システム・レジスタ・セット�



µPD70741

18

３.３.１　プログラム・レジスタ・セット

　プログラム・レジスタには，汎用レジスタとプログラム・カウンタがあります。

（１）汎用レジスタ

　汎用レジスタとして，r0-r31の32本が用意されています。これらのレジスタは，どれでもデータ変数またはアド

レス変数として利用できます。

　ただし，r0, r26-r30は命令により暗黙的に使用しますので，これらのレジスタを使用する際には注意が必要で

す。また，r1-r5, r31はアセンブラとＣコンパイラが暗黙的に使用しますので，これらのレジスタを使用する際に

は，レジスタの内容を破壊しないように退避してから使用し，使用後に元に戻す必要があります。

表３－１　プログラム・レジスタ一覧

名　称 用　途 動　作

r0 ゼロ・レジスタ 常にゼロを保持

r1 アセンブラ予約レジスタ 32ビット・イミーディエト作成用のワーキング・

レジスタとして使用

r2 ハンドラ・スタック・ポインタ ハンドラ用のスタック・ポインタとして使用

r3 スタック・ポインタ 関数コール時のスタック・フレーム生成時に使用

r4 グローバル・ポインタ データ領域のグローバル変数をアクセスするときに

使用

r5 テキスト・ポインタ テキスト領域の先頭を指すレジスタ

r6-r25 － アドレス／データ変数用レジスタ

r26 ストリング・デスティネーション開始ビット・オフセット ビット・ストリング命令実行時に使用

r27 ストリング・ソース開始ビット・オフセット

r28 ストリング・レンクス・レジスタ

r29 ストリング・デスティネーション開始アドレス・レジスタ

r30 ストリング開始アドレス・レジスタ

r31 リンク・ポインタ JAL命令により戻り先アドレスを格納

（２）プログラム・カウンタ

　プログラム実行中の命令アドレスを保持しています。プログラム・カウンタ（PC）のビット０は０に固定され

ており，奇数番地への分岐を行うことはできません。リセット時には，FFFFFFF0Hに初期化されます。
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３.３.２　システム・レジスタ・セット

　システム・レジスタは，CPUの状態制御，割り込み情報保持などを行います。

表３－２　システム・レジスタ番号

動　　　　作

例外または割り込みが発生した場合に，PCとPSWを退避

するレジスタです。このレジスタは，１組しかないため多

重割り込みを許す場合は，プログラムでこのレジスタを退

避する必要があります。

NMIまたは二重例外が発生した場合に，PCとPSWを退避

するレジスタです。

例外，マスカブル割り込み，NMIが発生した場合に，その

要因を保持するレジスタです。このレジスタは，上位16

ビットを“FECC”と呼びNMI/二重例外の例外コードが

セットされます。下位16ビットは“EICC”と呼び例外/割

り込みの例外コードがセットされます。

プログラム・ステータス・ワードは，プログラムの状態

（命令実行結果）やCPUの状態を示すフラグの集合です。

CPUタイプ番号を識別するためのレジスタです。

浮動小数点演算の制御を行うレジスタです。

内蔵の命令キャッシュを制御するためのレジスタです。

PCとのアドレスの一致を検出してアドレス・トラップを発

生させるためのアドレスを保持するレジスタです。

番号

0

1

2

3

4

5

6

7

8-23

24

25

26-31

レジスタ名称

EIPC

EIPSW

FEPC

FEPSW

ECR

PSW

PIR

TKCW

予約

CHCW

ADTRE

予約

用　途

例外／割り込み時

状態退避レジスタ

NMI／二重例外時

状態退避レジスタ

例外要因レジスタ

プログラム・ステータ

ス・ワード

プロセッサIDレジスタ

タスク・コントロール・

ワード

キャッシュ・コントロー

ル・ワード

アドレス・トラップ・

レジスタ

　これらのシステム・レジスタへのリード／ライトは，システム・レジスタ・ロード/ストア命令（LDSR，STSR命

令）で上述のシステム・レジスタ番号を指定することにより行います。
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３.４　内蔵周辺I/Oレジスタ

　内蔵周辺I/Oレジスタは，C0000000H-FFFFFFFFHの1 Gバイト空間のうち，C0000000H-C00000FFHの256バイト

の領域に割り付けられています。C0000100H番地以降は，この256バイトのイメージが256バイトごとに発生します。

　アドレスの最下位ビットはデコードしません。したがって，奇数アドレス（2n＋1）のレジスタにバイト・アクセス

した場合は，偶数アドレス（2n）のレジスタがアクセスされます。

　８ビットのI/Oレジスタに対して16ビット・アクセスを行った場合，ライト時は上位８ビットが無視され，リード時

は上位８ビットが不定になります。

　表３－３に内蔵周辺I/Oレジスタの一覧を示します。
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表３－３　内蔵周辺I/Oレジスタ一覧（1/2）

アドレス 機能レジスタ名称 略号 操作可能ビット 初期値

８ビット 16ビット

Ｃ０００００１０ ポート・モード・コントロール・レジスタ０ PMC0 ○ 0000H

Ｃ０００００１２ ポート・モード・レジスタ０ PM0 ○ 03FFH

Ｃ０００００１４ ポート・レジスタ０ P0 ○ 不定

Ｃ０００００２０ バス・サイクル・タイプ・コントロール・レジスタ BCTC ○ 01H

Ｃ０００００２２ プログラマブル・ウエイト・コントロール・レジスタ０ PWC0 ○ 77H

Ｃ０００００２４ プログラマブル・ウエイト・コントロール・レジスタ１ PWC1 ○ 77H

Ｃ０００００２６ プログラマブル・ウエイト・コントロール・レジスタ２ PWC2 ○ 77H

Ｃ０００００２８ DRAMコンフィギュレーション・レジスタ DRC ○ 81H

Ｃ０００００２Ａ リフレッシュ・コントロール・レジスタ RFC ○ 80H

Ｃ０００００２Ｃ Page-ROMコンフィギュレーション・レジスタ PRC ○ 80H

Ｃ０００００４０ DMAソース・アドレス・レジスタ0H DSA0H ○ 不定

Ｃ０００００４２ DMAソース・アドレス・レジスタ0L DSA0L ○ 不定

Ｃ０００００４４ DMAデスティネーション・アドレス・レジスタ0H DDA0H ○ 不定

Ｃ０００００４６ DMAデスティネーション・アドレス・レジスタ0L DDA0L ○ 不定

Ｃ０００００４８ DMAソース・アドレス・レジスタ1H DSA1H ○ 不定

Ｃ０００００４Ａ DMAソース・アドレス・レジスタ1L DSA1L ○ 不定

Ｃ０００００４Ｃ DMAデスティネーション・アドレス・レジスタ1H DDA1H ○ 不定

Ｃ０００００４Ｅ DMAデスティネーション・アドレス・レジスタ1L DDA1L ○ 不定

Ｃ０００００５０ DMAバイト・カウント・レジスタ０ DBC0 ○ 不定

Ｃ０００００５２ DMAバイト・カウント・レジスタ１ DBC1 ○ 不定

Ｃ０００００５４ DMAチャネル・コントロール・レジスタ０ DCHC0 ○ 0000H

Ｃ０００００５６ DMAチャネル・コントロール・レジスタ１ DCHC1 ○ 0000H

Ｃ０００００６０ タイマ・ユニット・モード・レジスタ０ TUM0 ○ 0A00H

Ｃ０００００６２ タイマ・コントロール・レジスタ０ TMC0 ○ 00H

Ｃ０００００６４ タイマ・コントロール・レジスタ１ TMC1 ○ 00H

Ｃ０００００６６ タイマ出力コントロール・レジスタ０ TOC0 ○ 03H

Ｃ０００００６８ タイマ・オーバフロー・ステータス・レジスタ TOVS ○ 00H

Ｃ０００００７０ タイマ・レジスタ０ TM0 ○ 0000H

Ｃ０００００７２ キャプチャ/コンペア・レジスタ00 CC00 ○ 不定

Ｃ０００００７４ キャプチャ/コンペア・レジスタ01 CC01 ○ 不定

Ｃ０００００７６ キャプチャ/コンペア・レジスタ02 CC02 ○ 不定

Ｃ０００００７８ キャプチャ/コンペア・レジスタ03 CC03 ○ 不定

Ｃ０００００７Ｃ タイマ・レジスタ１ TM1 ○ 0000H

Ｃ０００００７Ｅ コンペア・レジスタ１ CM1 ○ 不定

Ｃ０００００８０ アシンクロナス・シリアル・インタフェース・モード・レジスタ ASIM ○ 00H

Ｃ０００００８２ アシンクロナス・シリアル・インタフェース・ステータス・レジスタ ASIS ○ 00H
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表３－３　内蔵周辺I/Oレジスタ一覧（2/2）

アドレス 機能レジスタ名称 略号 操作可能ビット 初期値

８ビット 16ビット

Ｃ０００００８４ 受信バッファ RXB ○ 不定

Ｃ０００００８６ 受信バッファＬ RXBL ○ 不定

Ｃ０００００８８ 送信シフト・レジスタ TXS ○ 不定

Ｃ０００００８Ａ 送信シフト・レジスタＬ TXSL ○ 不定

Ｃ０００００９０ クロックト・シリアル・インタフェース・モード・レジスタ CSIM ○ 00H

Ｃ０００００９２ シリアルI/Oシフト・レジスタ SIO ○ 不定

Ｃ０００００Ａ０ ボー・レート・ジェネレータ・レジスタ BRG ○ 不定

Ｃ０００００Ａ２ ボー・レート・ジェネレータ・プリスケーラ・モード・レジスタ BPRM ○ 00H

Ｃ０００００Ｂ０ 割り込みグループ優先順位レジスタ IGP ○ E4H

Ｃ０００００Ｂ２ 割り込みクリア・レジスタ ICR ○ 0000H

Ｃ０００００Ｂ４ 割り込み要求レジスタ IRR ○ 0000H

Ｃ０００００Ｂ６ 割り込み要求マスク・レジスタ IMR ○ FFFFH

Ｃ０００００Ｂ８ ICUモード・レジスタ IMOD ○ AAAAH

Ｃ０００００Ｃ０ WDTモード・レジスタ WDTM ○ 00H

Ｃ０００００Ｄ０ スタンバイ・コントロール・レジスタ STBC ○ 00H

Ｃ０００００Ｅ０ クロック・コントロール・レジスタ CGC ○ 03H
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３.５　データ・タイプ

３.５.１　サポートするデータ・タイプ

　V821のサポートするデータ・タイプを次に示します。

・整数（8，16，32ビット）

・符号なし整数（8，16，32ビット）

・ビット・ストリング

・単精度浮動小数点データ（32ビット）

（１）データ・タイプとアドレシング

　V821のデータのアドレシングは，リトル・エンディアンです。固定長のデータがメモリにある場合の形式を次

に示します。

（ａ）バイト（BYTE）

　バイトは，任意のバイト境界から始まる，連続した８ビットのデータです。各ビットには０から７までの番

号が付けられており，LSB（Least Significant Bit）はビット０，MSB（Most Significant Bit）はビット７に対応

します。バイトはそのアドレスAで指定されます。

　

A

7 0

　

（ｂ）ハーフワード（HALFWORD）

　ハーフワードは，任意のハーフワード境界から始まる，連続した２バイト（16ビット）のデータです。各ビ

ットには０から15までの番号が付けられており，LSB（Least Significant Bit）はビット０，MSB（Most Signifi-

cant Bit）はビット15に対応します。ハーフワードはそのアドレスA（下位１ビットは０）で指定され，２つの

バイトA, A＋1を占めます。

　

A

7 0

A＋1

15 8

　　

（ｃ）ワード（WORD）／ショート・リアル（SHORT REAL）

　ワード／ショート・リアルは，任意のワード境界から始まる，連続した４バイト（32ビット）のデータです。

各ビットには０から31までの番号が付けられており，LSB（Least Significant Bit）はビット０，MSB（Most

Significant Bit）はビット31に対応します。ワード／ショート・リアルは，そのアドレスA（下位２ビットは０）

で指定され，４つのバイトA, A＋1，A＋2，A＋3を占めます。

　

A

7 0

A＋1

15 8

A＋2

23 16

A＋3

31 24
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（２）整　　数

　V821では，整数は２つの補数による２進数表現で表し，８ビット，16ビット，32ビットの３通りの長さを持っ

ています。整数の位取りはその長さにかかわらず，ビット０を最下位ビットとし，ビット番号が増えるに従って

位取りを高くします。

データ長

バイト　　　8 bit

ハーフワード16 bit

ワード　　　32 bit

範　　　囲

－128～＋127

－32768～＋32767

－2147483648～＋2147483647

（３）符号なし整数

　前項の整数が，正負両方の値をとるデータであるのに対して，符号なし整数は，負でない整数を意味します。

整数同様，符号なし整数も２進数表現で表し，８ビット，16ビット，32ビットの３通りの長さを持っています。

符号なし整数の位取りは，整数同様，その長さにかかわらず，ビット０を最下位ビットとし，ビット番号が増え

るに従って位取りを高くします。ただし，符号ビットは存在しません。

データ長

バイト　　　8 bit

ハーフワード16 bit

ワード　　　32 bit

範　　　囲

0～255

0～65535

0～4294967295

（４）ビット・ストリング

　ビット・ストリングは，０から232－1までの任意のビット長を取り得るようなビット可変長のデータ・タイプで

す。ビット・ストリング・データは，次の３つの属性によって指定されます。

・ストリング・データの先頭ワード・アドレスA（下位２ビットは０）

・ストリング・データのワード内ビット・オフセットB（０～31）

・ストリング・データのビット長M（０～232－１）

　ビット・ストリング・データでは，その向きに対して，アドレスの大きくなる方向のことを順方向（upward），

アドレスの小さくなる方向のことを逆方向（downward）と呼びます。
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M
M－1 0

A＋4

D

A＋8 A（ワード境界）�

B

属　　　性

先頭ワード・アドレス（ビット０，１は０）

ワード内ビット・オフセット（0-31）

ビット長（０から232－１）

順方向操作時

A

B

M

逆方向操作時

A＋4

D

M

　

（５）単精度浮動小数点データ

　32ビットのデータ・タイプで，表現形式はIEEEのシングル・フォーマットに準拠しています。１ビットの仮数

符号ビットと８ビットの指数部（バイアス値－127からのオフセット表現），23ビットの仮数部（整数部分を省略

した２進表現）からなります。

　

31 02330 22

s exp（8）� mantissa（23）�

　

３.５.２　データのアラインメント

　V821では，ワード・データはワード境界（アドレスの下位２ビットが０），ハーフワード・データはハーフワード

境界（アドレスの下位１ビットが０）にアラインしなければなりません。アラインされていない場合は，アドレスの

下位（ワード・データの場合は下位２ビット，ハーフワード・データの場合は下位１ビット）を自動的に０にマスク

してアクセスを行います。
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３.６　キャッシュ

　V821が内蔵する命令キャッシュの構成を図３－３に示します。

図３－３　キャッシュの構成

　

31 10 9 23 0

メモリ・アドレス� TAG Index Offset

128エントリ�

エントリ０�

エントリ１�

エントリ127

27 22 21 0

タグ・メモリ�
（ICHT27-ICHT0）�

128ブロック�

31 0

データ・メモリ�
（ICHD31-ICHD0）�

サブブロック（４バイト）� ブロック�
（８バイト）�

Validビット（４バイトごとに１ビット）�

NECRV（NECによって予約されています）�

容量�

マッピング方式�

ブロック・サイズ�

サブブロック・サイズ�

：1 Kバイト�

：ダイレクト・マップ�

：８バイト�

：４バイト�

TAG31-TAG10
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４．割り込み／例外処理機能

　V821は，割り込み処理用に専用の割り込みコントローラ（ICU）を内蔵し，合計16要因の割り込み要求を処理でき

る強力な割り込み機能を実現しています。

　なお，割り込みをプログラムの実行とは別に独立して発生する事象とし，例外をプログラムの実行に依存して発生

する事象とします。一般に，例外は割り込みより優先的に処理されます。

　V821では，内蔵している周辺ハードウエアおよび外部からの各種割り込み要求を処理できます。さらに，命令によ

る例外処理の起動（TRAP命令）や，例外事象の発生（アドレス・トラップ，不正命令コードなど）による例外処理の

起動が可能です。

４.１　特　　徴

○割り込み

●ノンマスカブル割り込み　１要因

●マスカブル割り込み　　　15要因

●４つのグループでのプログラマブル優先順位制御

●優先順位に従った割り込み多重処理制御

●個々のマスカブル割り込み要求に対するマスク指定

●外部割り込み要求の有効エッジ指定

●ノンマスカブル割り込み端子（NMI ）には，アナログ・ディレイ（60-300 ns）によるノイズ除去回路を内蔵

○例外

●ソフトウエア例外　32要因

●例外トラップ　　　10要因

　これらの割り込み／例外要因を表４－１に示します。
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表４－１　割り込み一覧（1/2）

備考　n = 0H-FH

注１．割り込み/例外処理起動時にEIPCまたはFEPCにセーブされるPC値のことです。

　２．割り込みで命令実行を中断する命令（DIV/DIVU命令，浮動小数点演算命令，ビット・ストリング命令）

の実行中は，復帰PC = current PCです。

　３．１回目に発生した例外コードはECRの下位16ビットに格納され，２回目に発生した例外コードは上位16

ビットに格納されます。

　４．V821では，浮動小数点アンダフロー例外と浮動小数点精度落ち例外は発生しません。

種類 分類 グループ グループ 割り込み／例外要因 例外 ハンドラ・ 復帰PC注１

内優先 名称 発生要因 発生ユニット コード アドレス

順位

リセット 割り込み － － RESET リセット入力 － ＦＦＦ０Ｈ ＦＦＦＦＦＦＦ０Ｈ 不定

ノンマスカ 割り込み － － NMI NMI 入力 － ＦＦＤ０Ｈ ＦＦＦＦＦＦＤ０Ｈ next PC注２

ブル

ソフトウ 例外 － － TRAP 1nH trap命令 － ＦＦＢｎＨ ＦＦＦＦＦＦＢ０Ｈ next PC

エア例外 － － TRAP 0nH trap命令 － ＦＦＡｎＨ ＦＦＦＦＦＦＡ０Ｈ next  PC

例外 例外 － － DP-EX 二重例外 － 注３ ＦＦＦＦＦＦＤ０Ｈ current PC

トラップ － － AD-TR アドレス・トラップ － ＦＦＣ０Ｈ ＦＦＦＦＦＦＣ０Ｈ

－ － I-OPC 不正命令コード － ＦＦ９０Ｈ ＦＦＦＦＦＦ９０Ｈ

－ － DIV0 ゼロ除算 － ＦＦ８０Ｈ ＦＦＦＦＦＦ８０Ｈ

－ － FIZ 浮動小数点無効演算 ＦＦ７０Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

－ － FZD 浮動小数点ゼロ除算 － ＦＦ６８Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

－ － FOV 浮動小数点オーバ － ＦＦ６４Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

フロー

－ － FUD 浮動小数点アンダ － ＦＦ６２Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

フロー注４

－ － FPR 浮動小数点精度落 － ＦＦ６１Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

ち注４

－ － FRO 浮動小数点予約済 － ＦＦ６０Ｈ ＦＦＦＦＦＦ６０Ｈ

みオペランド
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表４－１　割り込み一覧（2/2）

注１．割り込み/例外処理起動時にEIPCまたはFEPCにセーブされるPC値のことです。

　２．割り込みで命令実行を中断する命令（DIV/DIVU命令，浮動小数点演算命令，ビット・ストリング命令）

の実行中は，復帰PC = current PCです。

注意　マスカブル割り込みの例外コードとハンドラ・アドレスは，ディフォールト優先順位での値です。

種類 分類 グループ グループ 割り込み／例外要因 例外 ハンドラ・ 復帰PC注１

内優先 名称 発生要因 発生ユニット コード アドレス

順位

マスカブル 割り込み GR3 3 RESERVED 予約 － ＦＥＦ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＦ０Ｈ next PC注２

2 INTOV0 タイマ０ RPU ＦＥＥ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＥ０Ｈ

オーバフロー

1 INTSER UART受信エラー UART ＦＥＤ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＤ０Ｈ

0 INTP13 INTP13端子入力 外部 ＦＥＣ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＣ０Ｈ

GR2 3 INTSR UART受信終了 UART ＦＥＢ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＢ０Ｈ

2 INTST UART送信終了 UART ＦＥＡ０Ｈ ＦＦＦＦＦＥＡ０Ｈ

1 INTCSI CSI送受信終了 CSI ＦＥ９０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ９０Ｈ

0 INTP12 INTP12端子入力 外部 ＦＥ８０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ８０Ｈ

GR1 3 INTDMA DMA転送終了 DMAC ＦＥ７０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ７０Ｈ

2 INTP00/ INTP00端子入力 外部／RPU ＦＥ６０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ６０Ｈ

INTCC00 ／CC00の一致

1 INTP01/ INTP01端子入力 外部／RPU ＦＥ５０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ５０Ｈ

INTCC01 ／CC01の一致

0 INTP11 INTP11端子入力 外部 ＦＥ４０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ４０Ｈ

GR0 3 INTCM1 CM1の一致 RPU ＦＥ３０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ３０Ｈ

2 INTP02/ INTP02端子入力 外部／RPU ＦＥ２０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ２０Ｈ

INTCC02 ／CC02の一致

1 INTP03/ INTP03端子入力 外部／RPU ＦＥ１０Ｈ ＦＦＦＦＦＥ１０Ｈ

INTCC03 ／CC03の一致

0 INTP10 INTP10端子入力 外部 ＦＥ００Ｈ ＦＦＦＦＦＥ００Ｈ
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５．ウエイト制御機能

　ウエイト・コントロール・ユニット（WCU）は，４本のチップ・セレクト信号に対応した４つのブロックを管理し，

チップ・セレクト信号の生成，ウエイト制御およびバス・サイクルの種類の選択を行います。

５.１　特　　徴

●I/O，メモリ空間合わせて４ブロック制御可能

●各ブロックのリニア・アドレス空間：16Ｍバイト

●ウエイト制御

・ブロックごとに０-７ウエイト自動挿入

・READY端子によるウエイト挿入

●バス・サイクルの選択機能

・Page-ROMサイクル選択可能（アドレス・ブロック３）

・DRAMサイクル選択可能（アドレス・ブロック０）

図５－１　メモリ，I/Oマップ

　

（１）メモリ・マップ （２）I/Oマップ

ブロック３�
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表５－１　ウエイト機能が有効なバス・サイクル

バス・サイクル プログラマブル・ウエイト機能 READY端子によるウエイト

SRAM（ROM）サイクル ０-７ウエイト ○

（ブロック０-３）

DRAMサイクル off-page ２または３ウエイト ○

（ブロック０） on-page ０または１ウエイト ×

Page-ROMサイクル off-page ０-７ウエイト ×

（ブロック３） on-page ０または１ウエイト ×

外部I/Oサイクル ０-７ウエイト ○

（ブロック０-２）

内部I/Oサイクル １または２ウエイト ×

（ブロック３）

CBRリフレッシュ・サイクル  固定（３ウエイト） ○

CBRセルフ・リフレッシュ・サイクル － ×

フライバイDMA転送

　SRAM（ROM）サイクル ０-７ウエイト ○

　（ブロック０-３）

　DRAMサイクル off-page ２-７ウエイト ○

　（ブロック０） on-page ０-７ウエイト ×

　Page-ROMサイクル off-page ０-７ウエイト ×

　（ブロック３） on-page ０-７ウエイト ×

ホールト・アクノリッジ・サイクル 固定（０ウエイト） ×

マシン・フォールト・サイクル（I/Oブロック０ライト） ０-７ウエイト ○

備考　○：有効

　　　×：無効
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６．メモリ・アクセス制御機能

６.１　DRAMコントローラ（DRAMC）

　DRAMコントローラ（DRAMC）は，REFRQ , RAS , LCAS , UCAS信号の生成とDRAMへのアクセス制御を行いま

す。DRAMへは，DRAMのロウ・アドレス，カラム・アドレスをマルチプレクスしてアドレス端子から出力してアクセ

スします。

　接続するDRAMは，×４ビット以上で高速ページ・モードを備えていることを前提とします。DRAMアクセス・サイ

クルには，on-page（２，３クロック），off-page（４，５クロック）の２種類があります。

　リフレッシュはCASビフォーRAS方式で，リフレッシュ周期を任意に設定できます。またIDLE, STOPモード時に

は，CBRセルフ・リフレッシュを行います。

６.１.１　特　　徴

●REFRQ , RAS , LCAS , UCAS信号の生成

●DRAM高速ページ・モード対応

●アドレス・マルチプレクス機能：８，９，10，11ビット

●CBRリフレッシュ，CBRセルフ・リフレッシュ機能

６.１.２　アドレス・マルチプレクス機能

　DRAMコンフィギュレーション・レジスタ（DRC）のDAWビットの値により，DRAMサイクルでのロウ・アドレ

ス，カラム・アドレス出力は，図６－１のようにアドレスがマルチプレクスします。図６－１で，a0-a23はCPUから

出力されたアドレスを，A0-A23はV821のアドレス端子を示しています。たとえばDAW = 11のときは，アドレス端子

（A1-A11）から，ロウ・アドレスとしてa12-a22が，カラム・アドレスとしてa1-a11が出力されることを表していま

す。

　表６－１に接続可能なDRAMとアドレス・マルチプレクス幅との関係を示します。接続するDRAMにより，DRAM空

間は128 K-8 Mバイトです。

図６－１　ロウ・アドレス，カラム・アドレスの出力
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表６－１　DRAMとアドレス・マルチプレクス幅の例

アドレス・マルチプレクス幅 DRAMの容量（ビット）と構成 DRAM空間

256 K 1 M 4 M 16 M （バイト）

8ビット 64 K×4 － － － 128 K

9ビット － 256 K×4 256 K×16 － 512 K

－ － 512 K×8 － 1 M

10ビット － － 1 M×4 1 M×16 2 M

－ － － 2 M×8 4 M

11ビット － － － 4 M×4 8 M

６.１.３　リフレッシュ機能

　DRAMCは，外部DRAMのリフレッシュ動作に必要な分散型のCBRリフレッシュ・サイクルを自動発生することがで

きます。リフレッシュの許可／禁止とリフレッシュ間隔は，リフレッシュ・コントロール・レジスタ（RFC）により

設定します。

　DRAMCは，ほかのバス・マスタがバスを占有している間は，強制的にバスを獲得することはできません。この場

合，DRAMCからのリフレッシュ要求に対しBAUは HLDAK端子をインアクティブにしてリフレッシュ要求の発生を知

らせますが，さらにこの状態で HLDRQ端子をインアクティブにすることにより，リフレッシュ・サイクルが起動され

ます。

６.１.４　セルフ・リフレッシュ機能

　DRAMCは，IDLE, STOPモード時にCBRセルフ・リフレッシュ・サイクルを発生します。セルフ・リフレッシュ・

サイクルは，スタンバイ・コントロール・レジスタ（STBC）のSMDビットをIDLEまたはSTOPモードに設定して，

HALT命令を実行すると起動します。

　DRAMがセルフ・リフレッシュ動作に入るためには，DRAMのRASパルス幅の規格（100 μs以上）を満足させる必

要があります。

　セルフ・リフレッシュの解除は， RESET 端子またはNMI 端子で行います。 RESET 入力による解除は，通常のリ

セット処理と同じです。

６.２　ROMコントローラ（ROMC）

　ページ・アクセス機能付きROM（Page-ROM）へのアクセスに対応します。

　直前のバス・サイクルとのアドレス比較を行い，通常アクセス（off-page）／ページ・アクセス（on-page）のウエ

イト制御を行います。8-64バイトのページ幅に対応できます。

　Page-ROMサイクルは，アドレス・ブロック３に対応しています。

６.２.１　on-page/off-pageの判断

　Page-ROMサイクルのon-page/off-pageは，前回のサイクルのアドレスをラッチし現在のサイクルのアドレスと比較

することにより判断します。

　Page-ROMコンフィギュレーション・レジスタ（PRC）により，接続するPage-ROMの構成，連続する読み出し可

能なビット数に応じて，アドレス（A3-A5）のうちマスクする（比較しない）アドレスを設定します。
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図６－２　ページ・アクセス機能付きROM接続時のon-page/off-page判断
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７．DMA機能（DMAコントローラ）

　V821は，DMA転送を実行制御するDMA（Direct Memory Access）コントローラを備えています。

　DMAC（DMAコントローラ）は，内蔵周辺ハードウエア（シリアル・インタフェース，タイマ），外部DREQ端子，

またはソフトウエア・トリガによるDMA要求に基づいて，メモリ-I/O間またはメモリ-メモリ間でデータを転送します。

７.１　特　　徴

●２組の独立なDMAチャネル

●転送単位：８ビット／16ビット

●最大転送回数：65536（216）回

●２種類の転送タイプ

・フライバイ（１サイクル）転送

・２サイクル転送

●３種類の転送モード

・シングル転送モード

・シングルステップ転送モード

・ブロック転送モード

●転送要求

・外部DREQ端子（２本）

・内蔵周辺ハードウエア（シリアル・インタフェース，タイマ）からの要求

・ソフトウエアによる要求

●転送対象

・メモリ←�←� I/O

・メモリ←�←�メモリ

●プログラマブル・ウエイト機能

●DMA転送終了出力信号（TC）
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図７－１　DMACブロック図
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８．シリアル・インタフェース機能

８.１　特　　徴

　V821は，シリアル・インタフェース機能として，計２チャネルの送受信チャネルを備えます。

　インタフェース形態としては次の２種類があり，それぞれ１チャネルずつ備えます。この２つは独立に動作します。

（１）アシンクロナス・シリアル・インタフェース（UART）

（２）クロック同期式シリアル・インタフェース（CSI）

　UARTは，スタート・ビットに続く１バイトのシリアル・データを送受信する方式をとり，全二重通信ができます。

　CSIは，シリアル・クロック（SCLK）とシリアル入力（SI），シリアル出力（SO）の３本の信号線によるデータ転

送を行います（３線式シリアルI/O）。

８.２　アシンクロナス・シリアル・インタフェース（UART）

８.２.１　特　　徴

○転送速度　110 bps - 38400 bps （BRG使用，φ= 25 MHz時）

最大781 Kbps （φ/２使用，φ= 25 MHz時）

○全二重通信

○２端子構成　TXD　送信データの出力端子

RXD　受信データの入力端子

○受信エラー検出機能

・パリティ・エラー

・フレーミング・エラー

・オーバラン・エラー

○割り込み要因３種

・受信エラー割り込み（INTSER）

・受信完了割り込み（INTSR）

・送信完了割り込み（INTST）

○送受信データのキャラクタ長はASIMレジスタで指定

○キャラクタ長：７，８ビット

９ビット（拡張ビット付加時）

○パリティ機能：奇数，偶数，０，なし

○送信ストップ・ビット：１，２ビット

○ボー・レート・ジェネレータ内蔵
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図８－１　アシンクロナス・シリアル・インタフェースのブロック図
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８.３　クロック同期式シリアル・インタフェース（CSI）

８.３.１　特　　徴

○高速転送　最大6.25 Mbps（φ/２使用時，φ= 25 MHz動作時）

○半二重通信

○キャラクタ長：８ビット

○データのMSB先頭/LSB先頭を切り替え可能

○外部シリアル・クロック入力/内部シリアル・クロック出力選択

○３線式　SO ：シリアル・データ出力

SI ：シリアル・データ入力

SCLK：シリアル・クロック入出力端子

○割り込みソース１種

・割り込み要求信号（INTCSI）

図８－２　クロック同期式シリアル・インタフェースのブロック図
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８.４　ボー・レート・ジェネレータ（BRG）

８.４.１　構成と機能

　シリアル・インタフェースでは，シリアル・クロックを，ボー・レート・ジェネレータ出力またはφ系（システム・

クロック）から選択したものをボー・レートとして用いることができます。

　シリアル・クロック・ソースは，UARTの場合はASIMレジスタのSCLSビット，CSIの場合はCSIMレジスタのCLSビ

ットで指定します。

　ボー・レート・ジェネレータ出力を指定した場合は，クロック・ソースとしてボー・レート・ジェネレータが選択

されます。

　１チャネル当たりの送受信のシリアル・クロックは１つで共用されるため，送受信のボー・レートは同一となりま

す。

図８－３　ブロック構成図
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９．タイマ／カウンタ機能（リアルタイム・パルス・ユニット）

　リアルタイム・パルス・ユニットは，パルス間隔や周波数の計測およびプログラマブルなパルスの出力を行うユニ

ットです。16ビット計測が可能です。また，インターバル・パルスやワンショット・パルスなどの多彩な形状のパル

スを発生させることができます。

９.１　特　　徴

○タイマ０（TM0）

・16ビット・タイマ／イベント・カウンタ

・カウント・クロックのソース：２種（システム・クロックの分周を選択，外部パルス入力）

・キャプチャ／コンペア共用レジスタ：４本

・カウント・クリア端子：TCLR

・割り込み要因：５種

・外部パルス出力：２本

○タイマ１（TM1）

・16ビット・インターバル・タイマ

・カウント・クロックは，システム・クロックの分周から選択

・コンペア・レジスタ：１本

・割り込み要因：１種

図９－１　タイマ０（16ビット・タイマ／イベント・カウンタ）
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図９－２　タイマ１（16ビット・インターバル・タイマ）
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10．ウォッチドッグ・タイマ機能

　ウォッチドッグ・タイマ機能は，プログラムの暴走やデッドロックを防ぐための機能です。

10.１　特　　徴

●３種のオーバフロー時間を設定可能

10. 5 ms, 41.9 ms, 167.8 ms（システム・クロックφ= 25 MHz時）

●ウォッチドッグ・タイマ・オーバフロー出力（WDTOUT）

図10－１　ウォッチドッグ・タイマの構成図

　

分周器�

φ/210

φ/212

φ/214

ウォッチドッグ・�
タイマ�

（８ビット）�
φ� オーバフロー�

クリア�

WDTMレジスタの�
CLRビット�
RESET
STOP

アクティブ・タイマ�
（５ビット）�

オーバフロー�
R

S Q WDTOUT

発振安定時間�
制御回路�

備考　φ：システム・クロック

　



µPD70741

44

（１）ウォッチドッグ・タイマ

　ウォッチドッグ・タイマは，システム・クロックの発振安定時間確保用のタイマを兼ねています。システム・

リセットまたはSTOPモードに入ると，カウント値はクリアされ00Hになります。

　ウォッチドッグ・タイマは，スタンバイ・モードにおいて次のように動作します。

（ａ）STOPモード

　カウント動作を停止します。

　STOPモードが解除されるとカウント値はクリアされます。

　ウォッチドッグ・タイマは00Hからカウントを開始し，オーバフローを発生させます。オーバフロー信号は発

振安定時間制御回路に供給され，システム・クロックの供給を開始します。このときWDTOUT端子はアクティ

ブになりません。STOPモードがNMI 端子によって解除された場合は，さらにカウントを継続します。

（ｂ）IDLEモード

　カウント動作を停止します。カウント値は保持します。

　IDLEモードが解除されると，ウォッチドッグ・タイマは保持したカウント値からカウントを再開します。

（ｃ）HALTモード

　カウント動作を継続します。

（２）アクティブ・タイマ

　ウォッチドッグ・タイマのオーバフロー時に出力されるWDTOUT信号を，32クロック期間アクティブに保つた

めのタイマです。

　WDTOUT端子とRESET 端子を外部回路で接続することにより，ウォッチドッグ・タイマのオーバフローでシ

ステム・リセットをかけることができます。

10.２　動　　作

　ウォッチドッグ・タイマは，プログラムまたはシステムが正常に動作していることを，WDTOUT端子がアクティブ

にならないことで示しています。

　ウォッチドッグ・タイマを使用する場合は，必ずプログラム実行の一定間隔またはサブルーチンの先頭などでウォ

ッチドッグ・タイマをクリア（カウント開始）するように，WDTMレジスタで設定してください。指定した時間内に

ウォッチドッグ・タイマがクリアされずにオーバフローすると，WDTOUT端子がアクティブになりプログラムの異常

を知らせます。また，WDTオーバフロー・フラグ（OV）をセットします。OVフラグは，WDTカウンタをクリアする

ことによりクリアされます。

　ウォッチドッグ・タイマのオーバフローを割り込み要因として使用したい場合は，WDTOUT端子を外部割り込み要

求端子（ INTPn , NMI ）に外部回路で接続してください。
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11．ポート機能

　V821の端子は，ポート端子とコントロール端子が兼用となっています。各端子の詳細については，１．端子機能一

覧を参照してください。

11.１　特　　徴

●入出力ポート（P00-P09）：10本

図11－１　構　　成

　

内
部
ア
ド
レ
ス�

ラッチ�

Write mode（PM×）�

I/O

Read
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12．クロック発生機能

　クロック・ジェネレータは，CPUをはじめとする内蔵の各ハードウエア・ユニットに供給される内部システム・ク

ロックφを発生，制御します。

12.１　特　　徴

○PLL（Phase locked loop）シンセサイザによる逓倍機能（５逓倍）

○クロック・ソース

・発振子接続による発振：fxx = φ/５（PLLモード）

・外部クロック：fxx = φ/５（PLLモード）

・外部クロック：fxx =２×φ（ダイレクト・モード）

○クロック出力制御

図12－１　構　　成

　

RESET

TCLR

X1  �
（fXX）�
X2

OSC
1�
2

ラッチ�

PLLシンセサイザ�

1�
2

φ�

CLKOUT

（10・fXX）�
PLLモード時�

ダイレクト・モード時�
（fXX）�

STOPモード�

φ：内部システム・クロック周波数（=1/2・10・fXX：PLLモード時）

　　　　　　　　　〃　　　　　　（=1/2・fXX：ダイレクト・モード時）

OSC（Oscillator）：発振回路（PLLモードのみ対応）

　



µPD70741

47

13．スタンバイ機能

　V821には，低消費電力化を図るスタンバイ機能として，動作クロックを制御する３つのモードがあります。

　HALT命令により各モードに移行します。モードの切り替えはスタンバイ・コントロール・レジスタの設定により行

います。

13.１　特　　徴

○HALTモード（CPU動作クロックのみ停止）

○IDLEモード（CPU，周辺動作クロックを停止，クロック・ジェネレータは動作継続）

○STOPモード（システム全体が停止，クロック・ジェネレータも停止）

13.２　スタンバイ・モード

　V821のスタンバイ・モードには，以下のものがあります。

（１）HALTモード

　クロック・ジェネレータ（発振回路およびPLLシンセサイザ）は動作を継続しますが，CPUの動作クロックが停

止するモードです。その他の内蔵周辺機能へのクロック供給は継続され，動作を継続します。通常動作モードと

の組み合わせによる間欠動作により，システムのトータルの消費電力を低下させることができます。

（２）IDLEモード

　クロック・ジェネレータ（発振回路およびPLLシンセサイザ）は動作を継続したままで，内部システム・クロッ

クの供給を停止させることにより，システム全体を停止させるモードです。

　IDLEモードからの解除時に，発振回路の発振安定時間などを確保する必要がないため，高速に通常動作に移行

することができます。

　IDLEモードは，クロックの安定時間と消費電流に関して，STOPとHALTモードの中間に位置するモードで，低

消費電流モードを利用し，かつ解除時のクロック安定時間を削除したい用途に利用します。

（３）STOPモード

　クロック・ジェネレータ（発振回路およびPLLシンセサイザ）を停止させ，システム全体が停止するモードで

す。リーク電流だけの超低消費電力状態になります。

（ａ）PLLモード

　発振回路が停止すると同時にPLLシンセサイザのクロック出力が停止します。STOPモードの解除後は，シス

テム・クロックが安定するまでの間，発振回路の発振安定時間を確保する必要があります。また，プログラム

によってはPLLのロックアップ時間が必要な場合があります。

（ｂ）ダイレクト・モード

　ダイレクト・モード時は，ロックアップ時間を確保する必要はありません。

　通常，HALT，IDLE, STOPの各モードにおけるクロック・ジェネレータの動作を表14－１に示します。

　各モードを組み合わせて，用途により切り替えて使用することにより，効果的な低消費電力システムを実現するこ

とができます。
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表13－１　スタンバイ制御によるクロック・ジェネレータの動作

クロックソース スタンバイ・モード 発振回路 PLL 周辺I/Oへの CPUへの

（OSC） シンセサイザ クロック供給 クロック供給

PLLモード 発振子による発振 通常 ○ ○ ○ ○

HALT ○ ○ ○ ×

IDLE ○ ○ × ×

STOP × × × ×

外部クロック 通常 × ○ ○ ○

HALT × ○ ○ ×

IDLE × ○ × ×

STOP × × × ×

ダイレクト・ 通常 × × ○ ○

モード HALT × × ○ ×

IDLE × × × ×

STOP × × × ×

備考　○：動作

×：停止

表13－２　HALT/IDLE/STOPモード時の動作状態

機　　能

クロック・ジェネレータ

内部システム・クロック

CPU

I/Oライン

周辺機能

内部データ

A0-A23, UBE

D0-D15

CS0-CS3

IORD, IOWR

MWR/LMWR, UMWR

REFRQ, RAS, LCAS, UCAS

HLDRQ

CLKOUT

HALTモード

動作

動作

停止

保持

動作

CPUのレジスタなど内部のデータはすべて保持

PC出力注

ハイ・インピーダンス

１注

１（CBRリフレッシュ時以外）注

動作注

クロック出力（クロック出力禁止でないとき）

IDLEモード

停止

停止

CBRセルフ・リフレッシュ注

STOPモード

停止

PC出力

１

CBRセルフ・リフレッシュ

停止

１

注　HLDAK =０のときはハイ・インピーダンス
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14．リセット機能

　RESET 端子にロウ・レベルが入力されるとシステム・リセットがかかり，オンチップの各ハードウエアは初期状態

にイニシャライズされます。

　RESET 端子がロウ・レベルからハイ・レベルになると，リセット状態が解除され，CPUはプログラムの実行を開始

します。各種レジスタの内容は，プログラムの中で必要に応じてイニシャライズしてください。

14.１　特　　徴

○リセット端子にアナログ・ディレイ（60-300 ns）によるノイズ除去回路を内蔵

14.２　端子機能

　システム・リセット期間中の端子出力の状態を表14－１に示します。この状態は，リセット期間中保持されます。

　RESET 端子を30クロック以上ロウ・レベルに保持したあとHLDRQ信号がインアクティブであれば，命令フェッチ

のためのメモリ・リード・サイクルを起動します。

　なお，リセット期間中（RESET 端子のロウ・レベルを保持している期間）でも，HLDRQ信号をアクティブにする

ことにより，バス・ホールド状態に遷移することができます。リセット期間中のバス・ホールド状態における端子状

態は，バス・ホールド状態での端子状態に準じます。

　パワーオン・リセット時には，HLDRQ信号をインアクティブにしてください。

　リセットによりハイ・インピーダンスになる端子については，プルアップまたはプルダウン抵抗を付ける必要があ

ります。これらの処理が行われない場合，端子がハイ・インピーダンスになるとメモリを破壊する可能性があります。

　また，リセット期間中でもCLKOUT端子からのクロック出力は行われます。

表14－１　リセット期間中の出力端子の状態

端子 動作状態 端子 動作状態

A0-A23 不定 HLDAK ハイ・レベル

D0-D15 ハイ・インピーダンス MRD

P00/TCLR LMWR/WE

P01/DREQ0 UMWR

P02/ DACK0 IORD

P03/DREQ1 IOWR

P04/ DACK1 CS1-CS3

P05/SI RAS

P06/SO LCAS

P07/ SCLK UCAS

P08/TXD/ UBE CS0/REFRQ

P09/RXD/ TC BLOCK/WDTOUT ロウ・レベル
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15．命令セット

15.１　命令フォーマット

　V821の命令は16ビット・フォーマット，32ビット・フォーマットの２種類です。16ビット命令には２項演算，制

御，条件分岐などがあり，32ビット命令にはロード／ストア，I/O操作，16ビット・イミーディエトを扱う命令，ジャ

ンプ・アンド・リンク，拡張命令系などがあります。

　なお，一部の命令では未使用フィールドが発生しますが，それらは将来の拡張用なので，０に固定してください。

　実際に命令がメモリに格納されるときは，次のように配置されます。

・各命令形式の下位部分（ビット０を含む）→下位アドレス側

・各命令形式の上位部分（ビット15またはビット31を含む）→上位アドレス側

（１）reg-reg命令形式（Format 11111）

　６ビットのオペコード・フィールドとオペランド指定に２つの汎用レジスタ指定フィールドを持つ命令形式。

16ビット命令。

　

15 045910

opcode reg2 reg1

　

（２）imm-reg命令形式（Format 22222）

　６ビットのオペコード・フィールドと５ビットのイミーディエト・フィールド，１つの汎用レジスタ指定フィ

ールドを持つ命令形式。16ビット命令。

　

15 045910

opcode reg2 imm

　

（３）条件分岐命令形式（Format Ⅲ）

　３ビットのオペコード・フィールドと４ビットの条件コード，９ビットの分岐ディスプレースメント・フィー

ルド（ただし最下位ビットは０）を持つ命令形式。16ビット命令。

　

15 0

0

891213

opcode cond disp
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（４）中距離ジャンプ命令形式（Format 44444）

　６ビットのオペコード・フィールドと26ビットのディスプレースメント（ただし最下位ビットは０）を持つ中

距離の分岐系命令形式。32ビット命令。

　

15 16

0

310910

opcode disp

　

（５）３オペランド命令形式（Format 55555）

　６ビットのオペコード・フィールドと２つの汎用レジスタ指定フィールド，16ビット・イミーディエト・フィ

ールドを持つ命令形式。32ビット命令。

　

15 1631045910

opcode reg2 reg1 imm

　

（６）ロード／ストア命令形式（Format 66666）

　６ビットのオペコード・フィールドと２つの汎用レジスタ指定フィールド，16ビット・ディスプレースメント

を持つ命令形式。32ビット命令。

　

15 1631045910

opcode reg2 reg1 disp

　

（７）拡張命令形式（Format 77777）

　６ビットのオペコード・フィールドと２つの汎用レジスタ指定フィールド，６ビットのサブオペコードを持つ

命令形式。32ビット命令。

　

15 1631045910

opcode reg2 reg1

2526

sub-opcode RFU
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15.２　命令ニモニック（アルファベット順）

　次に，命令ニモニックの一覧を示します。

　命令ニモニックは，アルファベット順に命令が並べられており，辞書感覚で命令を見つけることができます。

命令ニモニック� オペランド� フォーマット� CY OV S Z 命令機能�

命令のニモニック�

ADD

オペランドの名前�

reg1, reg2

命令フォーマット�

（15.１　参照）�

I

フラグの動きを説明�

�

�

－　変化しない�

＊　変化する�

０　０になる�

１　１になる�

＊　＊　＊　＊�

名　前�

reg1�

reg2�

�

imm5�

imm16�

disp9�

disp16�

disp26�

regID�

vector adr

意　　　　　　　　　　味�

汎用レジスタ（ソース・レジスタとして使用する。）�

汎用レジスタ（おもにデスティネーション・レジスタとして使用する。一部ソース・レジスタとしても�

使用する。）�

５ビット・イミーディエト�

16ビット・イミーディエト�

９ビット・ディスプレースメント�

16ビット・ディスプレースメント�

26ビット・ディスプレースメント�

システム・レジスタ番号�

トラップ・ベクタに対応するトラップ・ハンドラ・アドレス�

凡　　例�
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表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（1/8）

命　　　令

ニモニック

ADD

ADD

ADDF.S

ADDI

AND

ANDBSU

ANDI

ANDNBSU

BC

BE

BGE

BGT

BH

BL

BLE

BLT

BN

BNC

BNE

BNH

BNL

BNV

BNZ

オペランド

reg1, reg2

imm5, reg2

reg1, reg2

imm16, reg1, reg2

reg1, reg2

－

imm16, reg1, reg2

－

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

disp9

フォーマット

Ⅰ

Ⅱ

&

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

CY OV S Z

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ ０ ０ ＊

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

命　令　機　能

加算。reg2のワード・データにreg1のワード・データを

加算し，その結果をreg2に格納します。

加算。reg2のワード・データに５ビット・イミーディエ

トをワード長まで符号拡張した値を加算し，その結果を

reg2に格納します。

浮動小数点加算。reg2の単精度浮動小数点データに，

reg1の単精度浮動小数点データを加算し，その結果をフ

ラグに反映するとともに，reg2に格納します。

加算。reg1のワード・データに16ビット・イミーディエ

トをワード長まで符号拡張した値を加算し，その結果を

reg2に格納します。

論理積。reg2のワード・データとreg1のワード・データ

の論理積をとり，その結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの論理積付き転送。ソース・ビッ

ト・ストリングとデスティネーション・ビット・ストリ

ングとの論理積をとり，デスティネーション・ビット・

ストリングに転送します。

論理積。reg1のワード・データと16ビット・イミーディ

エトをワード長までゼロ拡張した値の論理積をとり，そ

の結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの片否定論理積付き転送。ソース・

ビット・ストリングの論理否定をとったものとデスティ

ネーション・ビット・ストリングとの論理積をとり，デ

スティネーション・ビット・ストリングに転送します。

条件分岐（if Carry）。PC相対分岐。

条件分岐（if Equal）。PC相対分岐。

条件分岐（if Greater than or Equal）。PC相対分岐。

条件分岐（if Greater than）。PC相対分岐。

条件分岐（if Higher）。PC相対分岐。

条件分岐（if Lower）。PC相対分岐。

条件分岐（if Less than or Equal）。PC相対分岐。

条件分岐（if Less than）。PC相対分岐。

条件分岐（if Negative）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Carry）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Equal）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Higher）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Lower）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Overflow）。PC相対分岐。

条件分岐（if Not Zero）。PC相対分岐。
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命　　　令

ニモニック

BP

BR

BV

BZ

CAXI

CMP

CMP

CMPF.S

CVT.SW

CVT.WS

DIV

DIVF.S

DIVU

HALT

オペランド

disp9

disp9

disp9

disp9

disp16［reg1］, reg2

reg1, reg2

imm5, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

－

フォーマット

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

^

Ⅰ

Ⅱ

&

&

&

Ⅰ

&

Ⅰ

Ⅱ

CY OV S Z

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

－ ０ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

－ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

命　令　機　能

条件分岐（if Positive）。PC相対分岐。

無条件分岐。PC相対分岐。

条件分岐（if Overflow）。PC相対分岐。

条件分岐（if Zero）。PC相対分岐

マルチプロセッサ構成のシステムにおけるプロセッサ間

同期命令。

比較。reg2のワード・データとreg1のワード・データを

比較し，結果を条件フラグに示します。比較はreg2のワ

ード・データからreg1の内容を減算することで行いま

す。

比較。reg2のワード・データと５ビット・イミーディエ

トをワード長まで符号拡張した値を比較し，結果を条件

フラグに示します。比較はreg2のワード・データからワ

ード長まで符号拡張した５ビット・イミーディエトを減

算することで行います。

浮動小数点比較。reg1, reg2の単精度浮動小数点データを

比較し，結果をフラグに示します。比較はreg2の浮動小

数点データからreg1の浮動小数点データを減算すること

で行います。

浮動小数点データの整数への型変換。reg1の単精度浮動

小数点データを整数データに変換し，その結果をフラグ

に反映するとともに，その結果をreg2に格納します。

整数の浮動小数点データへの型変換。reg1の整数データ

を単精度浮動小数点データに変換し，その結果をフラグ

に反映するとともに，その結果をreg2に格納します。

符号付き除算。reg2のワード・データをreg1のワード・

データで除算（符号付き）し，その商をreg2に，剰余を

r30にそれぞれ格納します。除算は，剰余の符号が被除数

の符号と一致するように行われます。

浮動小数点除算。reg2の単数度浮動小数点データをreg1

の単精度浮動小数点データで除算し，その結果をフラグ

に反映するとともに，reg2に格納します。

符号なし除算。reg2のワード・データをreg1のワード・

データでともに符号なしデータとして除算し，その商を

reg2に，剰余をr30にそれぞれ格納します。除算は，剰余

の符号が被除数の符号と一致するように行われます。

プロセッサ停止。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（2/8）
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命　　　令

ニモニック

IN.B

IN.H

IN.W

JAL

JMP

JR

LD.B

オペランド

disp16［reg1］, reg2

disp16［reg1］, reg2

disp16［reg1］, reg2

disp26

［reg1］

disp26

disp16［reg1］, reg2

フォーマット

^

^

^

Ⅳ

Ⅰ

Ⅳ

^

CY OV S Z

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

命　令　機　能

ポート入力。reg1のデータとワード長まで符号拡張した

16ビット・ディスプレースメントを加算して32ビット符

号なしポート・アドレスを生成します。生成したポー

ト・アドレスからバイト・データを読み込み，ワード長

までゼロ拡張しreg2に格納します。

ポート入力。reg1のデータとワード長まで符号拡張した

16ビット・ディスプレースメントを加算して32ビット符

号なしポート・アドレスを生成します。生成したポー

ト・アドレスからハーフワード・データを読み込み，ワ

ード長までゼロ拡張しreg2に格納します。32ビット符号

なしポート・アドレスのビット０は０にマスクされま

す。

ポート入力。reg1のデータとワード長まで符号拡張した

16ビット・ディスプレースメントを加算して32ビット符

号なしポート・アドレスを生成します。生成したポー

ト・アドレスからワード・データを読み込み，reg2に格

納します。32ビット符号なしポート・アドレスのビット

０，１は０にマスクされます。

ジャンプ・アンド・リンク。現在のPCに４を加算した値

をr31に退避し，PCとワード長まで符号拡張した26ビッ

ト・ディスプレースメントを加算した値をPCに設定し，

制御を移します。26ビット・ディスプレースメントのビ

ット０は０にマスクされます。

レジスタ間接無条件分岐。reg1で指定されるアドレスに

制御を移します。アドレスのビット０は０にマスクされ

ます。

無条件分岐。現在のPCにワード長まで符号拡張した26ビ

ット・ディスプレースメントを加算し，その値に制御を

移します。26ビット・ディスプレースメントのビット０

は０にマスクされます。

バイト・ロード。reg1のデータと，ワード長まで符号拡

張した16ビット・ディスプレースメントを加算して32ビ

ット符号なしアドレスを生成します。生成したアドレス

からバイト・データを読み出し，ワード長まで符号拡張

し，reg2に格納します。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（3/8）
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命　　　令

ニモニック

LD.H

LD.W

LDSR

MOV

MOV

MOVBSU

MOVEA

MOVHI

MUL

MULF.S

オペランド

disp16［reg1］, reg2

disp16［reg1］, reg2

reg2, regID

reg1, reg2

imm5, reg2

－

imm16, reg1, reg2

imm16, reg1, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

フォーマット

^

^

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅰ

7

CY OV S Z

－ － － －

－ － － －

＊ ＊ ＊ ＊

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

命　令　機　能

ハーフワード・ロード。reg1のデータと，ワード長まで

符号拡張した16ビット・ディスプレースメントを加算し

て32ビット符号なしアドレスを生成します。生成したア

ドレスからハーフワード・データを読み出し，ワード長

まで符号拡張し，reg2に格納します。32ビット符号なし

アドレスのビット０は０にマスクされます。

ワード・ロード。reg1のデータと，ワード長まで符号拡

張した16ビット・ディスプレースメントを加算して32ビ

ット符号なしアドレスを生成します。生成したアドレス

からワード・データを読み出し，reg2に格納します。32

ビット符号なしアドレスのビット０，１は０にマスクさ

れます。

システム・レジスタへのロード。reg2のワード・データ

をシステム・レジスタ番号（regID）で指定されるシステ

ム・レジスタに設定します。

データの転送。reg1のワード・データを，reg2にコピー

し転送します。

データの転送。５ビット・イミーディエトをワード長ま

で符号拡張した値を，reg2にコピーし転送します。

ビット・ストリングの転送。ソース・ビット・ストリン

グをデスティネーション・ビット・ストリングに転送し

ます。

加算。reg1のワード・データに16ビット・イミーディエ

トをワード長まで符号拡張した値を加算し，その結果を

reg2に格納します。

加算。reg1のワード・データに，上位16ビット（16ビッ

ト・イミーディエト）と下位16ビット（０）を合わせた

ワード・データを加算し，その結果をreg2に格納しま

す。

符号付き乗算。reg2のワード・データにreg1のワード・

データを乗算（符号付き）し，その結果（ダブル・ワー

ド長）の上位32ビットをr30に，下位32ビットをreg2に

それぞれ格納します。

浮動小数点乗算。reg2の単精度浮動小数点データに，

reg1の単精度浮動小数点データを乗算し，その結果をフ

ラグに反映するとともに，reg2に格納します。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（4/8）
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命　　　令

ニモニック

MULU

NOP

NOT

NOTBSU

OR

ORBSU

ORI

ORNBSU

OUT.B

OUT.H

オペランド

reg1, reg2

－

reg1, reg2

－

reg1, reg2

－

imm16, reg1, reg2

－

reg2, disp16［reg1］

reg2, disp16［reg1］

フォーマット

Ⅰ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅱ

^

^

CY OV S Z

－ ＊ ＊ ＊

－ － － －

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ － － －

－ － － －

命　令　機　能

符号なし乗算。reg2のワード・データにreg1のワード・

データを符号なしデータとして乗算し，その結果（ダブ

ル・ワード長）の上位32ビットをr30に，下位32ビット

をreg2にそれぞれ格納します。

ノー・オペレーション。

論理否定。reg1のワード・データの論理否定（１の補

数）をとり，その結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの論理否定付き転送。ソース・ビッ

ト・ストリングの論理否定をとり（１と０を反転す

る），デスティネーション・ビット・ストリングに転送

します。

論理和。reg2のワード・データとreg1のワード・データ

の論理和をとり，その結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの論理和付き転送。ソース・ビッ

ト・ストリングと，デスティネーション・ビット・スト

リングの論理和をとり，デスティネーション・ビット・

ストリングに転送します。

論理和。reg1のワード・データと16ビット・イミーディ

エトをワード長までゼロ拡張した値の論理和をとり，そ

の結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの片否定論理和付き転送。ソース・

ビット・ストリングの論理否定をとったものと，デステ

ィネーション・ビット・ストリングの論理和をとり，デ

スティネーション・ビット・ストリングに転送します。

ポート出力。reg1のデータと，ワード長まで符号拡張し

た16ビットを加算し，32ビット符号なしポート・アドレ

スを生成します。汎用レジスタreg2の下位１バイトのデ

ータを生成したポート・アドレスに出力します。

ポート出力。reg1のデータと，ワード長まで符号拡張し

た16ビット・ディスプレースメントを加算し，32ビット

符号なしポート・アドレスを生成します。汎用レジスタ

reg2の下位２バイトのデータを生成したポート・アドレ

スに出力します。32ビット符号なしポート・アドレスの

ビット０は０にマスクされます。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（5/8）
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命　　　令

ニモニック

OUT.W

RETI

SAR

SAR

SCH0BSU

SCH0BSD

SCH1BSU

SCH1BSD

SETF

SHL

SHL

SHR

オペランド

reg2, disp16［reg1］

－

reg1, reg2

imm5, reg2

－

－

－

－

imm5, reg2

reg1, reg2

imm5, reg2

reg1, reg2

フォーマット

^

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

CY OV S Z

－ － － －

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

－ － － ＊

－ － － ＊

－ － － －

－ － － －

－ － － －

＊ ０ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

命　令　機　能

ポート出力。reg1のデータと，ワード長まで符号拡張し

た16ビット・ディスプレースメントを加算し，32ビット

符号なしポート・アドレスを生成します。汎用レジスタ

reg2のワード・データを生成したポート・アドレスに出

力します。32ビット符号なしポート・アドレスのビット

０，１は０にマスクされます。

トラップまたは割り込みルーチンから戻る。システム・

レジスタから，復帰PCとPSWを取り出し，トラップま

たは割り込みルーチンから復帰する命令です。

算術右シフト。reg2のワード・データをreg1の下位５ビ

ットで示されるシフト数分，算術右シフト（MSBの値を

順にMSBにコピーする）し，reg2に書き込みます。

算術右シフト。reg2のワード・データを５ビット・イミ

ーディエトをワード長までゼロ拡張した値で示されるシ

フト数分，算術シフトし，reg2に書き込みます。

ビット・ストリングの０サーチ。ソース・ビット・スト

リングをサーチし，最初に見つかった０の１ビット先の

ビット・アドレスをr30, r27に格納し，r29に検出までに

スキップしたビット数，r28に検出までにスキップしたビ

ット数を引いた値をそれぞれ設定します。

ビット・ストリングの１サーチ。ソース・ビット・スト

リングをサーチし，最初に見つかった１の１ビット先の

ビット・アドレスをr30, r27に格納し，r29に検出までに

スキップしたビット数，r28に検出までにスキップしたビ

ット数を引いた値をそれぞれ設定します。

フラグ条件の設定。５ビット・イミーディエトの下位４

ビットの示す条件が，条件フラグと一致した場合には

reg2に１を，そうでない場合は０を格納します。

論理左シフト。reg2のワード・データを，reg1の下位５

ビットで示されるシフト数分，論理左シフト（LSB側に

０を送り込む）し，reg2に書き込みます。

論理左シフト。reg2のワード・データを，５ビット・イ

ミーディエトをワード長までゼロ拡張した値で示される

シフト数分，論理左シフトし，reg2に書き込みます。

論理右シフト。reg2のワード・データを，reg1の下位５

ビットで示されるシフト数分，論理右シフト（MSB側に

０を送り込む）し，reg2に書き込みます。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（6/8）
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命　　　令

ニモニック

SHR

ST.B

ST.H

ST.W

STSR

SUB

SUBF.S

TRAP

オペランド

imm5, reg2

reg2, disp16［reg1］

reg2, disp16［reg1］

reg2, disp16［reg1］

regID, reg2

reg1, reg2

reg1, reg2

vector

フォーマット

Ⅱ

^

^

^

Ⅱ

Ⅰ

&

Ⅱ

CY OV S Z

＊ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ０ ＊ ＊

－ － － －

命　令　機　能

論理右シフト。reg2のワード・データを，５ビット・イ

ミーディエトをワード長までゼロ拡張した値で示される

シフト数分，論理右シフトし，reg2に書き込みます。

バイト・ストア。reg1のデータと，ワード長まで符号拡

張した16ビット・ディスプレースメントを加算し，32ビ

ット符号なしアドレスを生成します。reg2の下位１バイ

トのデータを生成したアドレスに格納します。

ハーフワード・ストア。reg1のデータと，ワード長まで

符号拡張した16ビット・ディスプレースメントを加算

し，32ビット符号なしアドレスを生成します。reg2の下

位２バイトのデータを生成したアドレスに格納します。

32ビット符号なしアドレスのビット０は０にマスクされ

ます。

ワード・ストア。reg1のデータと，ワード長まで符号拡

張した16ビット・ディスプレースメントを加算し，32ビ

ット符号なしアドレスを生成します。reg2のワード・デ

ータを生成したアドレスに格納します。32ビット符号な

しアドレスのビット０，ビット１は０にマスクされま

す。

システム・レジスタの内容のストア。システム・レジス

タ番号（regID）で指定されるシステム・レジスタの内容

をreg2に設定します。

減算。reg2のワード・データからreg1のワード・データ

を減算し，その結果をreg2に格納します。

浮動小数点減算。reg2の単精度浮動小数点データから，

reg1の単精度浮動小数点データを減算し，その結果をフ

ラグに反映するとともに，reg2に格納します。

ソフトウエア・トラップ。復帰PC, PSWをシステム・レ

ジスタに退避し（PSWのEPフラグが１の場合はFEPC,

FEPSWに，EPフラグが０の場合はEIPC, EIPSWに退避

する），例外コードをECRに設定し（PSWのEPフラグ

が１の場合はFECC, FEPSWに，EPフラグが０の場合は

EICCに設定する），PSWのフラグを設定し（PSWのEP

フラグが１の場合はNP, IDフラグをセット，AEフラグを

クリア，EPフラグが０の場合はEP, IDフラグをセット，

AEフラグをクリアする），vectorで指定されるトラッ

プ・ベクタ（0-31）に対応するトラップ・ハンドラのア

ドレスにジャンプし，例外処理を開始します。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（7/8）
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命　　　令

ニモニック

TRNC.SW

XOR

XORBSU

XORI

XORNBSU

オペランド

reg1, reg2

reg1, reg2

－

imm16, reg1, reg2

－

フォーマット

&

Ⅰ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅱ

CY OV S Z

－ ０ ＊ ＊

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

－ ０ ＊ ＊

－ － － －

命　令　機　能

浮動小数点データから整数への変換。reg1の単精度浮動

小数点データを整数データに変換し，その結果をフラグ

に反映するとともに，reg2に格納します。

排他的論理和。reg2のワード・データとreg1のワード・

データの排他的論理和をとり，その結果をreg2に格納し

ます。

ビット・ストリングの排他的論理和付き転送。ソース・

ビット・ストリングとデスティネーション・ビット・ス

トリングの排他的論理和をとり，デスティネーション・

ビット・ストリングに転送します。

排他的論理和。reg1のワード・データと16ビット・イミ

ーディエトをワード長までゼロ拡張した値の排他的論理

和をとり，その結果をreg2に格納します。

ビット・ストリングの片否定排他的論理和付き転送。ソ

ース・ビット・ストリングの論理否定をとったものと，

デスティネーション・ビット・ストリングの排他的論理

和をとり，デスティネーション・ビット・ストリングに

転送します。

表15－１　命令ニモニック（アルファベット順）（8/8）
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項　　　　目

電源電圧

入力電圧

クロック入力電圧

出力電圧

動作周囲温度

保存温度

単位

V

V

V

V

℃

℃

16．電気的特性

絶対最大定格（TA = 25 ℃）

定　　　　格

－0.5～＋7.0

－0.5～VDD＋0.3

－0.5～VDD＋0.3

－0.5～VDD＋0.3

－40～＋85

－65～＋150

略号

VDD

VI

VK

VO

TA

Tstg

条　　　　件

VDD = ＋5.0 V±10 ％

VDD = ＋5.0 V±10 ％

VDD = ＋5.0 V±10 ％

注意１．IC製品の出力（または入出力）端子同士を直結したり，VDDまたはVCCやGNDに直結したりしないでください。

ただし，オープン・ドレーン端子やオープン・コレクタ端子同士は直結できます。また，ハイ・インピーダ

ンスとなる端子で，出力の衝突を避けるタイミング設計した外部回路でも直結可能です。

２．各項目のうち１項目でも，また一瞬でも絶対最大定格を越えると，製品の品質を損なう恐れがあります。つ

まり，絶対最大定格とは，製品に物理的な損傷を与えかねない定格値です。できるだけこの定格値に近づか

ない状態で，製品をご使用ください。

DC特性とAC特性に示す規格や条件が，製品の正常動作，品質保証の範囲です。

DC特性（TA = －40～＋85 ℃，VDD = ＋5.0 V±10 ％）

項　　　　目

低レベル・クロック入力電圧

高レベル・クロック入力電圧

低レベル入力電圧

高レベル入力電圧

シュミット・トリガ入力ヒステリシス幅

低レベル出力電圧

高レベル出力電圧

低レベル入力リーク電流

高レベル入力リーク電流

低レベル出力リーク電流

高レベル出力リーク電流

電源電流

単位

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

mA

mA

mA

μA

略号

VKL

VKH

VIL1

VIL2

VIH1

VIH2

VSH

VOL

VOH

ILIL

ILIH

ILOL

ILOH

IDD

条　　　　件

RESET, NMI, INTPn以外

RESET, NMI, INTPn

RESET, NMI, INTPn以外

RESET, NMI, INTPn

RESET, NMI, INTPn

IOL = 2.5 mA

IOH = －2.5 mA

IOH = －100μA

VIN = 0 V

VIN = VDD

VO = 0 V

VO = VDD

動作時（f = 25 MHz）

HALT時（f = 25 MHz）

IDLE時（f = 25 MHz）

STOP時

MIN.

－0.5

4.0

－0.5

－0.5

2.2

0.8 VDD

0.5

0.7 VDD

VDD－0.4

TYP.

100

18

4

5

MAX.

＋0.6

VDD＋0.3

＋0.8

＋0.2 VDD

VDD＋0.3

VDD＋0.3

0.45

－10

10

－10

10

150

45

35

20
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容量（TA = 25 ℃，VDD = ＋5.0 V±10 ％）

単位

pF

pF

MAX.

15

15

MIN.条　　　　件

fC = 1MHz

項　　　　目

入力容量

入出力容量

略　号

CI

CIO
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AC特性（TA = －40～＋85 ℃，VDD = ＋5.0 V±10 ％）

ACテスト入力波形（RESET, NMI, INTPn以外）

測定点�

2.2 V

0.8 V

VDD

0 V

2.2 V

0.8 V

②� ①�

ACテスト入力波形（RESET, NMI, INTPn）

項　　　　目

入力立ち上がり時間

入力立ち下がり時間

単位

ns

ns

MAX.

7

7

略　号

① tR

② tF

MIN.条　　　　件

項　　　　目

シュミット・トリガ入力立ち上がり時間

シュミット・トリガ入力立ち下がり時間

単位

ns

ns

MAX.

10

10

略　号

③ tRS

④ tFS

MIN.条　　　　件

測定点�

0.8 VDD

0.8 V

VDD

0 V

0.8 VDD

0.8 V

④� ③�

ACテスト出力波形

測定点�

2.2 V

0.8 V

2.2 V

0.8 V

負荷条件

V821出力端子�

CL = 100 pF
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推奨発振回路

　（ａ）セラミック発振子接続（村田製作所：TA = －20～＋80 ℃, TDK：TA = －40～＋85 ℃）

X1 X2

C1 C2

注意１．発振回路はX1, X2端子にできるかぎり近づけてください。

　　２．破線の範囲にほかの信号線を通さないでください。

　　３．μPD70741と発振子のマッチングについては，十分に評価してください。

メーカ

村田製作所

TDK

品　　名

CSA5.00MG

CST5.00MGW

CSA4.00MG

CST4.00MGW

CSA3.20MG

CST3.20MGW

CSA2.00MG040

CST2.00MG040

CCR5.0MC3

FCR5.0MC5

CCR4.0MC3

FCR4.0MC5

CCR3.2MC3

CCR2.0MC33

発振周波数

fXX（MHz）

5.00

5.00

4.00

4.00

3.20

3.20

2.00

2.00

5.00

5.00

4.00

4.00

3.20

2.00

発振安定時間（MAX.）

TOST（ms）

0.102

0.102

0.1

0.1

0.102

0.102

0.102

0.102

0.498

0.498

0.498

0.498

0.28

0.22

0.3

0.22

0.38

0.36

推奨回路定数

C1（pF） C2（pF）

30 30

内蔵 内蔵

30 30

内蔵 内蔵

30 30

内蔵 内蔵

100 100

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

内蔵 内蔵

発振電圧範囲

MIN.（V） MAX.（V）

4.5 5.5

4.5 5.5

4.5 5.5

4.5 5.5

2.7 3.3

4.5 5.5

2.7 3.3

4.5 5.5

2.7 3.3

4.5 5.5

2.7 3.3

4.5 5.5

4.5 5.5

4.5 5.5

4.5 5.5

4.5 5.5

2.7 5.5

2.7 5.5
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　（ｂ）外部クロック入力

オープン

外部クロック�

高速CMOSインバータ�

X1 X2
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（１）クロック入力タイミング

項　　　　目

外部クロック周期

外部クロック・ハイ・レベル幅

外部クロック・ロウ・レベル幅

外部クロック立ち上がり時間

外部クロック立ち下がり時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

500

3

15

3

15

略　号

⑤ tCYX

⑥ tXKH

⑦ tXKL

⑧ tXKR

⑨ tXKF

MIN.

20

200

7

85

7

85

条　　　　件

ダイレクト・モード

PLLモード

ダイレクト・モード

PLLモード

ダイレクト・モード

PLLモード

ダイレクト・モード

PLLモード

ダイレクト・モード

PLLモード

X1（入力）�
2.2 V

0.8 V

⑤�

⑦�

⑨� ⑧�⑥�

（２）CLKOUT出力タイミング

項　　　　目

CLKOUT周期

CLKOUTハイ・レベル幅

CLKOUTロウ・レベル幅

CLKOUT立ち上がり時間（0.8 V→2.2 V）

CLKOUT立ち下がり時間（2.2 V→0.8 V）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

100

5

5

略　号

!0 tCYK

!1 tKKH

!2 tKKL

!3 tKR

!4 tKF

MIN.

40

0.5 T－3

0.5 T－3

条　　　　件

備考　T：tCYK

CLKOUT（出力）�
2.2 V

0.8 V

!0

!1

!2

!4 !3



µPD70741

67

!5

RESET（入力）�

（３）リセット入力タイミング

項　　　　目

リセット入力幅

単位

ms

ms

tCYK

MAX.略　号

!5 tWRL

MIN.

10

10

30

条　　　　件

パワーオン・リセット時

STOP解除

システム・リセット時
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（４）SRAM, ROM, I/Oアクセス・タイミング

　（ａ）アクセス・タイミング（1/2）

項　　　　目

アドレス等出力遅延時間（対CLKOUT↑）

アドレス等出力保持時間（対CLKOUT↑）

CSn出力遅延時間（対CLKOUT↑）

CSn出力保持時間（対CLKOUT↑）

RD出力遅延時間（対CLKOUT↓）

RD出力保持時間（対CLKOUT↑）

WR等出力遅延時間（対CLKOUT↓）

WR等出力保持時間（対CLKOUT↓）

READY設定時間（対CLKOUT↓）

READY保持時間（対CLKOUT↓）

データ出力遅延時間（fromフロート，対CLKOUT）

データ出力保持時間（toフロート，対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

15

15

15

15

12

12

15

15

略　号

!6 tDKA

!7 tHKA

!8 tDKCS

!9 tHKCS

@0 tDKRD

@1 tHKRD

@2 tDKWR

@3 tHKWR

@4 tSRYK

@5 tHKRY

@6 tLZKDT

@7 tHZKDT

MIN.

2

2

2

2

2

2

1

1

6

6

2

2

条　　　　件
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　（ａ）アクセス・タイミング（2/2）

T1 T2 T2

!7

!9

@1

!6

!8

@0

@2 @3

@5@4@5@4

@6

@6

@7

@7

CLKOUT（出力）�

注�

CS0-CS3（出力）�

IORD, MRD（出力）�

IOWR, UMWR, LMWR（出力）�

READY（入力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）（ライト）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）（ライト）�

注　A0-A23（出力），UBE（出力），BLOCK（出力）

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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　（ｂ）リード・タイミング（1/2）

項　　　　目

リード・サイクル時間

アドレス・アクセス時間

アドレス→データ入力保持時間

CSnアクセス時間

CSn→データ入力保持時間

CSn↑→ライト・データ出力時間（ADC = 0）

CSn↑→ライト・データ出力時間（ADC = 1）

RDアクセス時間

RD→データ入力保持時間

RDパルス幅

RDハイ・レベル幅

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 0）

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 1）

RD前アドレス有効時間

RD前CSn有効時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

（n＋2）T－25

（n＋2）T－25

（n＋1.5）T－25

略　号

@8 tRC

@9 tAA

#0 tADH

#1 tCSA

#2 tCDH

#3 tDCD0

#4 tDCD1

#5 tRDA

#6 tRDH

#7 tRDP

#8 tRDRDH

#9 tDRD0

$0 tDRD1

$1 tARS

$2 tCRS

MIN.

（n＋2）T－10

0

0

0.5T－10

1T－10

0

（n＋1.5）T－7

0.5T－10

0.5T－10

1T－10

0.5T－7

0.5T－7

条　　　　件

備考　T：tCYK

　　　n：ウエイト・ステート数
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　（ｂ）リード・タイミング（2/2）

T1 T2

#0

#2

#6

@8

@9

#1

$1

$2 #5

#7 #8

#9

$0

#4
#3

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

CS0-CS3（出力）�

IORD, MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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　（ｃ）ライト・タイミング（1/2）

項　　　　目

ライト・サイクル時間

CSnセットアップ時間（対WR↑）

アドレス・セットアップ時間（対WR↑）

WR前アドレス有効時間

WR後アドレス有効時間

WR前CSn有効時間

WR後CSn有効時間

WRパルス幅

WR↓→データ出力遅延時間（ADC = 0）

WR↓→データ出力遅延時間（ADC = 1）

WR前データ出力有効時間（ADC = 0）

WR前データ出力有効時間（ADC = 1）

WR後データ出力有効時間

MAX.略　号

$3 tWC

$4 tCW

$5 tAW

$6 tAWS

$7 tAWH

$8 tCWS

$9 tCWH

%0 tWRP

%1 tWDS0

%2 tWDS1

%3 tDWS0

%4 tDWS1

%5 tDWH

MIN.

（n＋2）T－10

（n＋1.5）T－10

（n＋1.5）T－10

0.5T－7

0.5T－10

0.5T－7

0.5T－10

（n＋1）T－7

－10

0.5T－10

（n＋1）T－7

（n＋0.5）T－7

0.5T－10

条　　　　件 単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

備考　T：tCYK

　　　n：ウエイト・ステート数
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　（ｃ）ライト・タイミング（2/2）

T1 T2

$7

$9

$3

$6

$8

$5

$4

%0

%3
%1

%2 %4 %5

%5

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

CS0-CS3（出力）�

IOWR, UMWR, LMWR（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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（５）DRAMアクセス・タイミング（DRAMを直結する場合）

　（ａ）リード・タイミング（通常アクセス：off-page）（1/2）

項　　　　目

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 0）

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 1）

リード／ライト・サイクル時間

RASアクセス時間

CASアクセス時間

カラム・アドレスからのアクセス時間

出力イネーブル・アクセス時間

出力バッファ・ターン・オフ遅延時間（対CAS）

出力バッファ・ターン・オフ遅延時間（対MRD）

RDセットアップ時間（対RAS↑）

RASプリチャージ時間

RASパルス幅

RASカラム・アドレス遅延時間

RASホールド幅（リード時）

CASパルス幅（リード時）

CASホールド幅

RAS-CAS遅延時間（リード時）

RAS-CASプリチャージ時間

CASプリチャージ時間

ロウ・アドレス・セットアップ時間

ロウ・アドレス・ホールド時間

カラム・アドレス・セットアップ時間（リード時）

カラム・アドレス・ホールド時間（リード時）

RASに対するカラム・アドレス・リード時間

リード・コマンド・セットアップ時間

リード・コマンド・ホールド時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

（w＋2）T－20

（w＋1）T－20

（w＋1）T－3

1.5T－20

0.5T＋7

略　号

#9 tDRD0

$0 tDRD1

%6 tRC

%7 tRAC

%8 tCAC

%9 tAA

^0 tOEA

^1 tOFF

^2 tOEZ

^3 tOES

^4 tRP

^5 tRAS

^6 tRAD

^7 tRSH

^8 tCAS

^9 tCSH

&0 tRCD

&1 tCRP

&2 tCP

&3 tASR

&4 tRAH

&5 tASC

&6 tCAH

&7 tRAL

&8 tRCS

&9 tRCH

MIN.

0.5T－10

1T－10

（w＋4）T－10

0

0

1.5T

1.5T－10

（w＋2.5）T－20

0.5T－3

（w＋1.5）T－20

（w＋1）T－15

（w＋2）T－15

1T－15

1.5T

0.5T－10

0.5T－15

0.5T－7

0.5T－15

（w＋1）T－15

（w＋1.5）T

0.5T

0.5T－15

条　　　　件

備考　T ：tCYK

　　　w：ウエイト・ステート数－２
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　（ａ）リード・タイミング（通常アクセス：off-page）（2/2）

T1

COL.

T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

&3 &4
&5

%6

^4

&1 &0
&2

&9

^9

^7
^8

^6

%8
%9

^0

^3

#9

%7 $0

^2

^1

&7
&8

^5

&6

ROW COL.

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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　（ｂ）ライト・タイミング（通常アクセス：off-page）（1/2）

項　　　　目

リード／ライト・サイクル時間

RASプリチャージ時間

RASパルス幅

RASカラム・アドレス遅延時間

CASホールド幅

RAS-CASプリチャージ時間

ロウ・アドレス・セットアップ時間

ロウ・アドレス・ホールド時間

RASに対するカラム・アドレス・リード時間

RASホールド幅（ライト時）

CASパルス幅（ライト時）

RAS-CAS遅延時間（ライト時）

カラム・アドレス・セットアップ時間（ライト時）

カラム・アドレス・ホールド時間（ライト時）

ライト・コマンド・ホールド時間

RASに対するライト・コマンド・リード時間

CASに対するライト・コマンド・リード時間

データ・セットアップ時間（対CAS↓）

データ・ホールド時間（対CAS↓）

ライト・コマンド・セットアップ時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

0.5T＋7

1T＋10

略　号

%6 tRC

^4 tRP

^5 tRAS

^6 tRAD

^9 tCSH

&1 tCRP

&3 tASR

&4 tRAH

&7 tRAL

*0 tRSH

*1 tCAS

*2 tRCD

*3 tASC

*4 tCAH

*5 tWCH

*6 tRWL

*7 tCWL

*8 tDS

*9 tDH

(0 tWCS

MIN.

（w＋4）T－10

1.5T－10

（w＋2.5）T－20

0.5T－3

（w＋2）T－15

1.5T

0.5T－15

0.5T－7

（w＋1.5）T

1.5T－20

1T－15

（w＋1）T－15

（w＋0.5）T－15

1T－15

0.5T－10

1.5T

1T

0.5T－15

1T－20

0.5T－15

条　　　　件

備考　T ：tCYK

　　　w：ウエイト・ステート数－２
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　（ｂ）ライト・タイミング（通常アクセス：off-page）（2/2）

T1

COL.

T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

&3 &4 *3

%6
^4

&1 *2

*5

^9

*0
*1

*7
*6

*8

*8

*9

*9

(0

&7^6
^5

*4

ROW COL.

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

READY（入力）�

UCAS, LCAS（出力）�
（リード）�

UCAS, LCAS（出力）�
（ライト）�

@4 @5 @4 @5

　（ｃ）READY入力タイミング（通常アクセス）

項　　　　目

READY設定時間（対CLKOUT↑）

READY保持時間（対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

MAX.略　号

@4 tSRYK

@5 tHKRY

MIN.

6

6

条　　　　件
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〔メ　モ〕
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　（ｄ）リード・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（1/2）

項　　　　目

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 0）

RD↑→ライト・データ出力時間（ADC = 1）

CASアクセス時間

カラム・アドレスからのアクセス時間

出力イネーブル・アクセス時間

出力バッファ・ターン・オフ遅延時間（対CAS）

出力バッファ・ターン・オフ遅延時間（対MRD）

RDセットアップ時間（対RAS↑）

RASホールド幅（リード時）

CASパルス幅（リード時）

CASプリチャージ時間

カラム・アドレス・セットアップ時間（リード時）

カラム・アドレス・ホールド時間（リード時）

高速ページ・モード・サイクル時間

CASプリチャージからのアクセス時間

CASプリチャージに対するRASホールド時間

リード・コマンド・セットアップ時間

リード・コマンド・ホールド時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

（w＋1）T－20

（w＋1）T－3

1.5T－20

2T－20

略　号

#9 tDRD0

$0 tDRD1

%8 tCAC

%9 tAA

^0 tOEA

^1 tOFF

^2 tOEZ

^3 tOES

^7 tRSH

^8 tCAS

&2 tCP

&5 tASC

&6 tCAH

(1 tPC

(2 tACP

(3 tRHCP

(4 tRCS

(5 tRCH

MIN.

0.5T－10

1T－10

0

0

1.5T

（w＋1.5）T－20

（w＋1）T－15

0.5T－10

0.5T－15

（w＋1）T－15

1.5T－10

2T

0.5T

0.5T－15

条　　　　件

備考　T ：tCYK

　　　w：0
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　（ｄ）リード・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（2/2）

T1 T2

&6&5

^7
(3

&2
^8

%9

#9
$0

^0

(2
^3

^1

^2

(4 %8

(1

(5

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）� COL.

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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　（ｅ）ライト・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（1/2）

項　　　　目

CASプリチャージ時間

RASホールド幅（ライト時）

CASパルス幅（ライト時）

カラム・アドレス・セットアップ時間（ライト時）

カラム・アドレス・ホールド時間（ライト時）

ライト・コマンド・ホールド時間

RASに対するライト・コマンド・リード時間

CASに対するライト・コマンド・リード時間

データ・セットアップ時間（対CAS↓）

データ・ホールド時間（対CAS↓）

ライト・コマンド・セットアップ時間

高速ページ・モード・サイクル時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

1T＋10

略　号

&2 tCP

*0 tRSH

*1 tCAS

*3 tASC

*4 tCAH

*5 tWCH

*6 tRWL

*7 tCWL

*8 tDS

*9 tDH

(0 tWCS

(1 tPC

MIN.

0.5T－10

1.5T－20

1T－15

（w＋0.5）T－15

1T－15

0.5T－10

1.5T

1T

0.5T－15

1T－20

0.5T－15

1.5T－10

条　　　　件

備考　T ：tCYK

　　　w：0
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　（ｅ）ライト・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（2/2）

*3 *4 *3 *4

*0

*1

*7

*9
*8

*9*8

*6

*5(0*5

&2*1

(0

*7

(1

T1

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�

T2 T2 T1 T2

注２�注１�

COL. COL.

注１．ADC = 1で，直前のサイクルがDRAM以外の場合

　２．注１以外の場合

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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（６）DRAMアクセス・タイミング（ゲートアレイ等でコントロール回路を作成する場合）

　（ａ）リード・タイミング（通常アクセス：off-page）（1/2）

項　　　　目

アドレス等出力遅延時間（対CLKOUT）

アドレス等出力保持時間（対CLKOUT↑）

RAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

RAS出力保持時間（対CLKOUT↓）

CAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

CAS出力保持時間（対CLKOUT↑）

MRD出力遅延時間（対CLKOUT↓）

MRD出力保持時間（対CLKOUT↑）

データ入力セットアップ時間（対CLKOUT↑）

データ入力保持時間（対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

12

12

12

12

15

15

略　号

(6 tDKA

(7 tHKA

(8 tDKRAS

(9 tHKRAS

100 tDKCAS

101 tHKCAS

102 tDKRD

103 tHKRD

104 tSDK

105 tHKD

MIN.

2

2

1

1

1

1

2

2

6

6

条　　　　件

○

○

○

○

○

○
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　（ａ）リード・タイミング（通常アクセス：off-page）（2/2）

T1 T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

(6 (6

(9 (8

(6 (7

ROW COL.COL.

100 101

103

104 105

104 105

102

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。



µPD70741

86

　（ｂ）ライト・タイミング（通常アクセス：off-page）（1/2）

項　　　　目

アドレス等出力遅延時間（対CLKOUT↑）

アドレス等出力保持時間（対CLKOUT↑）

RAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

RAS出力保持時間（対CLKOUT↓）

CAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

CAS出力保持時間（対CLKOUT↑）

WE出力遅延時間（対CLKOUT↓）

WE出力保持時間（対CLKOUT↓）

データ・アクティブ遅延時間（fromフロート，対CLKOUT）

データ・インアクティブ保持時間（toフロート，対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

12

12

12

12

12

12

15

15

略　号

(6 tDKA

(7 tHKA

(8 tDKRAS

(9 tHKRAS

100 tDKCAS

101 tHKCAS

106 tDKWE

107 tHKWE

108 tLZKDT

109 tHZKDT

MIN.

2

2

1

1

1

1

1

1

2

2

条　　　　件

○

○

○

○

○

○
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　（ｂ）ライト・タイミング（通常アクセス：off-page）（2/2）

T1 T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

COL.COL. ROW

100

107106

108 109

109108

101

(9 (8

(6 (6 (6 (7

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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T2 T2 T2

CLKOUT（出力）�

READY（入力）�

UCAS, LCAS（出力）�
（リード）�

UCAS, LCAS（出力）�
（ライト）�

@4 @5 @4 @5

　（ｃ）READY入力タイミング（通常アクセス）

項　　　　目

READY設定時間（対CLKOUT↑）

READY保持時間（対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

MAX.略　号

@4 tSRYK

@5 tHKRY

MIN.

6

6

条　　　　件
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〔メ　モ〕
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　（ｄ）リード・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（1/2）

項　　　　目

アドレス等出力遅延時間（対CLKOUT）

アドレス等出力保持時間（対CLKOUT↑）

CAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

CAS出力保持時間（対CLKOUT↑）

MRD出力遅延時間（対CLKOUT↓）

MRD出力保持時間（対CLKOUT↑）

データ入力セットアップ時間（対CLKOUT↑）

データ入力保持時間（対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

12

12

15

15

略　号

(6 tDKA

(7 tHKA

100 tDKCAS

101 tHKCAS

102 tDKRD

103 tHKRD

104 tSDK

105 tHKD

MIN.

2

2

1

1

2

2

6

6

条　　　　件

○

○

○

○

○

○
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　（ｄ）リード・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（2/2）

T1 T2

(6 (7

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）� COL.

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 1）�

D0-D15（入出力）�
（ADC = 0）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

105104

105

103102

100 101

104

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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　（ｅ）ライト・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（1/2）

項　　　　目

アドレス等出力遅延時間（対CLKOUT↑）

アドレス等出力保持時間（対CLKOUT↑）

CAS出力遅延時間（対CLKOUT↑）

CAS出力保持時間（対CLKOUT↑）

WE出力遅延時間（対CLKOUT↓）

WE出力保持時間（対CLKOUT↓）

データ・アクティブ遅延時間（fromフロート，対CLKOUT）

データ・インアクティブ保持時間（toフロート，対CLKOUT↑）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

12

12

12

12

15

15

略　号

(6 tDKA

(7 tHKA

100 tDKCAS

101 tHKCAS

106 tDKWE

107 tHKWE

108 tLZKDT

109 tHZKDT

MIN.

2

2

1

1

1

1

2

2

条　　　　件

○

○

○

○

○

○



µPD70741

93

　（ｅ）ライト・タイミング（高速ページ・アクセス：on-page）（2/2）

(6
(6

(7
(7

T1

CLKOUT（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

WE（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�

T2 T2 T1 T2

注２�注１�

COL. COL.

100

106 106107

109 109
108

107

100101

108

101

注１．ADC = 1で，直前のサイクルがDRAM以外の場合

　２．注１以外の場合

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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（７）DRAM, CBRリフレッシュ・タイミング

項　　　　目

READY設定時間（対CLKOUT↑）

READY保持時間（対CLKOUT↑）

RASパルス幅

CASセットアップ時間

CASホールド時間

リフレッシュ・パルス幅

RASプリチャージ - CASホールド時間

REFRQアクティブ遅延時間（対CLKOUT↑）

REFRQインアクティブ遅延時間（対CLKOUT↓）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

12

12

略　号

@4 tSRYK

@5 tHKRY

^5 tRAS

110 tCSR

111 tCHR

112 tREF

113 tRPC

114 tDKREF

115 tHKREF

MIN.

6

6

（w＋2.5）T－20

1T－20

（w＋2.5）T－20

（w＋2.5）T－20

4.5T－20

1

1

条　　　　件

○

○

○

○

○

○

備考　T ：tCYK

　　　w：CBRリフレッシュ・ウエイト・ステート数

114 115
110 112

111110 113

^5

@4 @5 @4 @5

THTI

CLKOUT（出力）�

REFRQ（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

READY（入力）�

TH TH TH TH TH TH TH

備考　w = 1のときのタイミングを示しています。
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（８）DRAM, CBRセルフ・リフレッシュ・タイミング

項　　　　目

CASセットアップ時間

REFRQアクティブ遅延時間（対CLKOUT↑）

REFRQインアクティブ遅延時間（対CLKOUT↓）

CASホールド時間

RASプリチャージ時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

12

12

略　号

110 tCSR

114 tDKREF

115 tHKREF

116 tCHS

117 tRPS

MIN.

1T－20

1

1

－10

4.5T－20

条　　　　件

○

○

○

○

○

備考　T ：tCYK

114 115

110 116

117
116110

TI

CLKOUT（出力）�

REFRQ（出力）�

RAS（出力）�

UCAS, LCAS（出力）�

TH TH TH TH TH TH TI
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（９）Page-ROMアクセス・タイミング（1/2）

項　　　　目

アドレス→データ入力保持時間

CSn→データ入力保持時間

RD→データ入力保持時間

Off-pageアドレス・アクセス時間

On-pageアドレス・アクセス時間

Off-page CSnアクセス時間

Off-page RDアクセス時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

（nOFF＋2）T－25

（nON＋2）T－25

（nOFF＋2）T－25

（nOFF＋1.5）T－25

略　号

#0 tADH

#2 tCDH

#6 tRDH

118 tOFPA

119 tONPA

120 tOFCS

121 tOFRD

MIN.

0

0

0

条　　　　件

○

○

○

○

備考　T ：tCYK

nOFF ：Off-pageアクセス・ウエイト・ステート数（nOFF = 0-7）

nON ：On-pageアクセス・ウエイト・ステート数（nON = 0, 1）
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（９）Page-ROMアクセス・タイミング（2/2）

118

120

121

119 #0

#2

#6#0

T1 T2 T1 T2T2

Off-pageアクセス�

CLKOUT（出力）�

A3-A23注１（出力）�

A0-A2注２（出力）�

CS3（出力）�

MRD（出力）�

D0-D15（入出力）�

On-pageアクセス�

T2

注１．Page-ROMコンフィギュレーション・レジスタ（PRC）のMA5-MA3ビットの設定によっ

て異なります。

MA5 MA4 MA3 アドレス

0 0 0 A3-A23

0 0 1 A4-A23

0 1 1 A5-A23

1 1 1 A6-A23

注２．Page-ROMコンフィギュレーション・レジスタ（PRC）のMA5-MA3ビットの設定によっ

て異なります。

MA5 MA4 MA3 アドレス

0 0 0 A0-A2

0 0 1 A0-A3

0 1 1 A0-A4

1 1 1 A0-A5

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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（10）バス・ホールド・タイミング（1/2）

項　　　　目

HLDRQ設定時間（対CLKOUT↓）

HLDRQ保持時間（対CLKOUT↓）

HLDAK出力遅延時間（対CLKOUT↓）

HLDAK出力保持時間（対CLKOUT↓）

アドレス等フロート→HLDAK↓遅延時間

HLDAK↑→アドレス等出力遅延時間

データ・フロート→HLDAK↓遅延時間

HLDAK↑→データ出力遅延時間

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

略　号

122 tSHQK

123 tHKHQ

124 tDKHA

125 tHKHA

126 tDAHA

127 tDHAA

128 tDDHA

129 tDHAD

MIN.

6

6

2

2

0.5T－10

0.5T－10

1.5T－15

2T－15

条　　　　件

○

○

○

○

○

○

○

○

備考　T：tCYK
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（10）バス・ホールド・タイミング（2/2）

122

124 125

123 122

126

128 129

127

T1

CLKOUT（出力）�

HLDRQ（入力）�

HLDAK（出力）�

A0-A23（出力）�

T2 TI TH TH

注１�

TH TH TI T1

注２�

MRD（出力）�

CS3（出力）�

RAS（出力）�

D0-D15（入出力）�

注１．ハイ・インピーダンス状態になる直前のレベルを内部で保持しています。

２．CS0-CS2（出力），UCAS（出力），LCAS（出力），LMWR/WE（出力），UMWR

（出力），IORD（出力），IOWR（出力）

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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（11）DMACタイミング（1/2）

項　　　　目

DREQn設定時間（対CLKOUT↓）

DREQn保持時間（対CLKOUT↓）

DACKn出力遅延時間（対CLKOUT↑）

DACKn出力保持時間（対CLKOUT↑）

TC出力遅延時間（対CLKOUT↑）

TC出力保持時間（対CLKOUT↑）

WR↑→RD↑遅延時間

DACK↓→RD↓遅延時間

DACK↓→WR↓遅延時間

RD↑→DACK↑遅延時間

WR↑→DACK↑遅延時間

CAS↓→IOWR↑遅延時間（DRAMリード）

IOWR↑→CAS↑遅延時間（DRAMリード）

IORD↓→CAS↓遅延時間（DRAMライト）

単位

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

15

15

15

15

略　号

130 tSDQK

131 tHKDQ

132 tDKDAK

133 tHKDAK

134 tDKTC

135 tHKTC

136 tDWRD

137 tDAKRD

138 tDAKWR

139 tRDDAK

140 tWRDAK

141 tCASWR

142 tWRCAS

143 tRDCAS

MIN.

6

6

2

2

2

2

0.5T－10

0.5T－10

0.5T－10

－4

0.5T－10

（n＋1）T－10

0.5T－10

（n＋0.5）T－10

条　　　　件

備考　T：tCYK

n：DMAウエイト・ステート数

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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（11）DMACタイミング（2/2）

132 133

139

136

140

130 131

141

143143

134 135

142141

138

137

136

142

CLKOUT（出力）�

DREQ0, DREQ1（入力）�

DACK0, DACK1（出力）�

A0-A23, UBE（出力）�

T1 T2 T1 T2 T2 T3 TI

MRD, IORD（出力）�

LMWR/WE, UMWR,�
IOWR（出力）�

LCAS, UCAS（出力）�
（ライト）�

LCAS, UCAS（出力）�
（リード）�

TC（出力）�
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（12）INTPn入力セットアップ時間，ホールド時間

項　　　　目

INTPn入力ロウ・セットアップ時間

INTPn入力ハイ・セットアップ時間

INTPn入力ロウ・パルス幅

INTPn入力ハイ・レベル幅

単位

ns

ns

tCYK

tCYK

MAX.略　号

144 tSILK

145 tSIHK

146 tCYIL

147 tCYIH

MIN.

9

9

2

2

条　　　　件

○

○

○

○

CLKOUT（出力）�

INTPn（入力）�
（エッジ・モード）�

INTPn（入力）�
（レベル・モード）�

147

145 144

144

146

（13）NMI入力

　NMIには，アナログ・ディレイ（60-300 ns）によるノイズ除去回路を内蔵しているため，入力セットアップ時

間および入力ホールド時間は規定しません。

　また，NMI入力はレベル入力のため，ハンドラに分岐して受け付けられたことを確認するまで入力を保持する必

要があります。

アナログ・ディレイ分�

通常処理� ノンマスカブル割り込み処理�

アナログ・ディレイ分� アナログ・ディレイ分�
受け付けたことを確認したあと，
割り込みハンドラからNMIをイ
ンアクティブにします。�

NMI（入力）�

内部NMI信号�

CPUの処理内容�
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（14）RPUブロック・タイミング

項　　　　目

タイマ・クロック・サイクル時間

タイマ・クロック・ハイ・レベル幅

タイマ・クロック・ロウ・レベル幅

タイマ・クリア・サイクル時間

タイマ・クリア・ハイ・レベル幅

タイマ・クリア・ロウ・レベル幅

タイマ・アウト・ハイ・レベル幅

タイマ・アウト・ロウ・レベル幅

単位

tCYK

tCYK

tCYK

tCYK

tCYK

tCYK

ns

ns

MAX.略　号

148 tTCYK

149 tTKH

150 tTKL

151 tTCLRY

152 tTCLRH

153 tTCLRL

154 tWTOH

155 tWTOL

MIN.

4

2

2

4

2

2

2T－7

2T－7

条　　　　件

○

○

○

○

○

○

○

○

備考　T：tCYK

148

149 150

151

152 153

154 155

TI（入力）�

TCLR（入力）�

TO0n（入力）�
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（15）CSIタイミング

　（ａ）マスタ・モード

項　　　　目

シリアル・クロック・サイクル時間

シリアル・クロック・ハイ・レベル幅

シリアル・クロック・ロウ・レベル幅

SI設定時間（対SCLK↑）

SI保持時間（対SCLK↑）

SO出力遅延時間（対SCLK↓）

単位

tCYK

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

30

略　号

156 tCYSK

157 tSKH

158 tSKL

159 tSSISK

160 tHSKSI

161 tDSKSO

MIN.

4

30

30

20

20

条　　　　件

○

○

○

○

○

○

　（ｂ）スレーブ・モード

項　　　　目

シリアル・クロック・サイクル時間

シリアル・クロック・ハイ・レベル幅

シリアル・クロック・ロウ・レベル幅

SI設定時間（対SCLK↑）

SI保持時間（対SCLK↑）

SO出力遅延時間（対SCLK↓）

単位

tCYK

ns

ns

ns

ns

ns

MAX.

30

略　号

156 tCYSK

157 tSKH

158 tSKL

159 tSSISK

160 tHSKSI

161 tDSKSO

MIN.

4

30

30

20

20

条　　　　件

○

○

○

○

○

○

159

161

158
156

157

160

SCLK（入出力）�

SO（出力）�

SI（入力）�

備考　破線はハイ・インピーダンスを示します。
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1 25
26

50

100

76
75 51

14.00±0.20

0.08 M

0.08

100ピン・プラスチック LQFP（ファインピッチ）（14×14）外形図（単位：mm）�

S100GC-50-8EU

端子先端形状詳細図�

1.
60

 M
A

X
.

1.00

1.00

0.50

16.00±0.20

14
.0

0±
0.

20

16
.0

0±
0.

20

0.50±0.20

1.00±0.20

0.17+
−

0.03
0.07

0.22 +
−

0.05
0.04

±0.10 0.05

1.40±0.05

3˚＋7˚
－3˚

17．外 形 図
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18．半田付け推奨条件

この製品の半田付け実装は，次の推奨条件で実施してください。

半田付け推奨条件の詳細は，インフォメーション資料「半導体デバイス実装マニュアル」（C10535J）を参照して

ください。

なお，推奨条件以外の半田付け方式および半田付け条件については，当社販売員にご相談ください。

表18－１　表面実装タイプの半田付け条件

μPD70741GC-25-8EU：100ピン・プラスチックLQFP（ファインピッチ）（□14 mm）（樹脂厚1.40 mm）

半　田　付　け　条　件

パッケージ・ピーク温度：235 ℃，時間：30秒以内（210 ℃以上），回数：２回以内，

制限日数：７日間注（以降は125 ℃プリベーク10時間必要）

〈留意事項〉

耐熱トレイ以外（マガジン，テーピング，非耐熱トレイ）は，包装状態でのベーキン

グができません。

パッケージ・ピーク温度：215 ℃，時間：40秒以内（200 ℃以上），回数：２回以内，

制限日数：７日間注（以降は125 ℃プリベーク10時間必要）

〈留意事項〉

耐熱トレイ以外（マガジン，テーピング，非耐熱トレイ）は，包装状態でのベーキン

グができません。

端子温度：300 ℃以下，時間：3秒以内（デバイスの一辺当たり）

半田付け方式

赤外線リフロ

VPS

端子部分加熱

推奨条件記号

IR35-107-2

VP15-107-2

－

注　ドライパック開封後の保管日数で，保管条件は25℃，65 %RH以下。

注意　半田付け方式の併用はお避けください（ただし，端子部分加熱方式は除く）。
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CMOSデバイスの一般的注意事項

①静電気対策（MOS全般）
注意 MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。

MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に

は，NECが出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，

金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置した

り，端子を触ったりしないでください。

また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。

②未使用入力の処理（CMOS特有）
注意 CMOSデバイスの入力レベルは固定してください。

バイポーラやNMOSのデバイスと異なり，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させ

ると，ノイズなどに起因する中間レベル入力が生じ，内部で貫通電流が流れて誤動作を引き起こす恐

れがあります。プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用端子

が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは

GNDに接続することが有効です。

資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。

③初期化以前の状態（MOS全般）
注意 電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。

分子レベルのイオン注入量等で特性が決定するため，初期状態は製造工程の管理外です。電源投入

時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，リセット動作

やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象となります。

リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。
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•本資料の内容は予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用くだ
さい。

•文書による当社の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。
•本資料に記載された製品の使用もしくは本資料に記載の情報の使用に際して，当社は当社もしくは第三
者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。上記使用に

起因する第三者所有の権利にかかわる問題が発生した場合，当社はその責を負うものではありませんの

でご了承ください。

•本資料に記載された回路，ソフトウエア，及びこれらに付随する情報は，半導体製品の動作例，応用例
を説明するためのものです。従って，これら回路・ソフトウエア・情報をお客様の機器に使用される場

合には，お客様の責任において機器設計をしてください。これらの使用に起因するお客様もしくは第三

者の損害に対して，当社は一切その責を負いません。

•当社は品質，信頼性の向上に努めていますが，半導体製品はある確率で故障が発生します。当社半導体
製品の故障により結果として，人身事故，火災事故，社会的な損害等を生じさせない冗長設計，延焼対

策設計，誤動作防止設計等安全設計に十分ご注意願います。

•当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
して頂く「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は以下に示す用途に製品が使われること

を意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認の上ご使用願います。

標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機

器，産業用ロボット

特別水準：輸送機器（自動車，列車，船舶等），交通用信号機器，防災／防犯装置，各種安全装置，

生命維持を直接の目的としない医療機器

特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機

器，生命維持のための装置またはシステム等

当社製品のデータ・シート／データ・ブック等の資料で，特に品質水準の表示がない場合は標準水準製

品であることを表します。当社製品を上記の「標準水準」の用途以外でご使用をお考えのお客様は，必

ず事前に当社販売窓口までご相談頂きますようお願い致します。

M7　98.8

ＮＥＣ半導体テクニカルホットライン�

（電話：午前 9:00～12:00，午後 1:00～5:00）�

お問い合わせ先�

【営業関係お問い合わせ先】�

【資料の請求先】�

【インターネット電子デバイス・ニュース】�

C00.6

【技術的なお問い合わせ先】�
電　話 ：044-435-9494�
FAX ：044-435-9608�
E-mail ：s-info@saed.tmg.nec.co.jp

上記営業関係お問い合わせ先またはNEC特約店へお申しつけください。�

NECエレクトロンデバイスの情報がインターネットでご覧になれます。　　　　URL（アドレス）　　http://www.ic.nec.co.jp/

第一販売事業部�
東　京　(03)3798-6106, 6107,

6108
名古屋　(052)222-2375�
大　阪　(06)6945-3178, 3200,

3208, 3212
仙　台　(022)267-8740
郡　山　(024)923-5591
千　葉　(043)238-8116

第二販売事業部�
東　京　(03)3798-6110, 6111,

6112

立　川　(042)526-5981, 6167

松　本　(0263)35-1662

静　岡　(054)254-4794

金　沢　(076)232-7303

松　山　(089)945-4149

第三販売事業部�
東　京　(03)3798-6151, 6155, 6586,

1622, 1623, 6156
水　戸　(029)226-1702
広　島　(082)242-5504
高　崎　(027)326-1303
鳥　取　(0857)27-5313
太　田　(0276)46-4014
名古屋　(052)222-2170, 2190
福　岡　(092)261-2806

 参考資料　電気的特性の考え方　マイコン編　IEI-601

関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。あらかじめご了

承ください。

V810, V821, V810ファミリは，日本電気株式会社の商標です。
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